
メイン変更表 作成者：内藤・土方
※ CP＝Chapter ,EP=Episode,<例：旧CPplotならば、旧バージョンでのChapter単位、つまり章単位でのplotになります（分量はMぐらい（やや少なめのM）と考えて良いです）。>

章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot

template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９１２３ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０

いさなとのRシーンから白部屋へ。

そのままOPムービー。

【場面単位で分けてるだけで、全部１エピソード内です】

●Rシーン：沙奈（この時点では知らない少女）とのセックスから始まる。不思議な白い空間、悶える少女、「あついあつい」と繰り

返される言葉。情事の熱が高まった（射精する）瞬間、視界にノイズ（砂嵐）が走り、消滅が始まった。

スチル挿入①：徐々に溶けていく（転送されていく）沙奈。

苦しみに悶ながら（or無言で）消えていき、それに連動するようにホワイトアウト。

（この辺の演出は実際スクリプト組むときに散々悩みましょう）

ふと気がつくと、不思議な白い部屋に立たされていた。

「やっと来たか、この腐れち○ぽ」

突如あらわれた少女（沙奈）は自らのことをカミサマンと名乗り、主人公に決断を強制する。

画面には、オムニスと呼ばれる物体。他人事のように聞かされる物体のスペック。

決断を求めても、決断を待ちはせず。

主人公はオムニスとして、魔法少女たちのもとへと飛ばされてしまったのであった。

【三人称】

カラオケ終わりで店から出ようとするいろはと花織。

「うぅ゛～、やっぱり消えない」と花織がウイルス的に入ってるデュナミスフィアの事に言及し、いろはが「私もそれ入ってる～！」

と自慢げに見せだす。そのときユナミスフィアから『無限の可能性を信じますか？』と音声が流れ始める。

「げ、さらにヤバイことになってんじゃん」というタイミングで、花織のスマホからも流れ始め。

『うわ、最悪』となったところでドアを開けて店から出るとユガミの中だった。

チュートリアルバトル①＋② 「ぃてて……あれ？ ここは渋谷？」見渡すと、既に様子がおかしい。「足元にヒト倒れてるし……」あぁ、よくあるそういう感じな

のね。と妙な納得を覚えながら、倒れたヒトをたどって行くと、悲鳴が聞こえた。「きゃぁあああっ」「ぇ、か、カオリンが捕まって

る！！」

スチル挿入②：既に渋谷が渋谷じゃなくなっていた。歪んだ、なんかよく分からない空間。得体の知れない化物・襲われそうになって

いる少女。

話半分に聞いていたので『マジか』と驚きつつも、流石にここでのどうにかすんのが俺の仕事だとオムニスは思う。

反射的に助けに行きそうになったいろはをオムニスが止め、「力がほしいか？」的な流れで魔法少女化。「わ、私が魔法少女に！？」

「魔法少女とかありえなくない？」とかやってる間に「いいから助けてほしい」と花織は泣き出していたのであった。

＜※ここでチュートリアルバトル① -いろはのみでの戦闘- 要件としては『敵を選択して殴る』くらいの簡単なガイド>

覚醒したいろは。「すごい、すごいよ！」と油断してるスキに、複数から攻撃を食らう。いろは「きゃぁあああ」オムニス「一人じゃ

無理そうだな…」オムニスから無言の圧を受ける花織。「いやいや、無理だって！」『人生で一回くらい、主役になろうよカオリ～～

ン！』遠くの方で、叫んでるいろは。その瞬間、花織の頬を悪魔からの攻撃が掠る。

「うわぁー、もう、ちくしょー！」やけくそで花織も魔法少女化。さぁ、いくわよ！ って感じでバトルへ.

＜※ここでチュートリアルバトル② -いろはと花織での戦闘- 要相談＞

＜１．複数キャラが居ることで出来る系の戦闘ガイド＞

＜２．簡単な機能説明。アドベントと令呪以外の説明とか。を想定＞

＜３.その他は仕様を起こす方にお任せ＞

悪魔を討伐。興奮するいろは。説明しろと詰め寄る花織。それを流すオムニス。

一人興奮しているいろはは、自己答弁で。

「私、本当に魔法少女になった」

「私、すごくない？」

「カオリンも凄かったよね？ 私たち、スーパーだよね」

「はぁ？ そんなことより、、、」

「そうだよ、まじ神だったよ！」「略して、」

「ーーマジカミ！！！！」

って感じでタイトル回収してOP。

・勢いとテンポで、マジカミ

世界になだれ込ませる

・いさなとのRシーンを抜き

どころは保持しつつ、ショッ

キングなシーンにする。

・白部屋で目覚め、カミサマ

ンと出会う

・このとき、ユーザにとびお

を気付かせず、いさながユー

ザ自身に話しかけているよう

に思わせる。

・オムニスとして現世に行

く。

・花織といろはが悪魔に襲わ

れそうになっている。

・このとき一般人も悪魔に襲

われると示す。

（魔法少女達と比べ優先度は

低いが、この世界のとびおと

の弱い結びつきのアカウント

を持っているため）

・花織といろはを魔法少女に

覚醒させる

・魔法少女になるにはスマホ

にキス（覚醒を覚悟するとい

つの間にかスマホにアプリが

入ってる）

・『無限の可能性を信じます

か？』『はい』『いいえ』の

設問をやる。

・チュートリアルバトル

・バトル後に、なんやかんや

これから頑張って行くぞ感を

出す

・タイトル回収

・OP

・OP終わりにアカウント作

成？

（シナリオ的にアカウント作

成するか、事務的に作成する

か要相談）

↓

<※イメージです>

「見とけよ。男の子は、女の

子を助けるもんなんだぜ」

ちょっとだけ汗ばみ始めた手

のひらを、マウスから離して

2回ほど握って開く。

感触を確かめるように、俺は

『はい』のボタンを押したの

だった。

【Rシーン編】

・沙奈とのRシーン

└抜きどころは保持しつつ、ショッキングなシーンに。

└「あついあつい」と溶けていくのを匂わせるような台詞回し

↓

【沙奈消滅スチル編】

・スチル表示：沙奈消滅。

↓

【とびお主観：白部屋編】

・白部屋で目覚め、カミサマンと出会う。

└このとき、ユーザにとびおを気づかせず、いさながユーザ自身に

話しかけているように思わせる。

・静止画芸で、オムニスのスペック説明。

・オムニスになり、現世に行く。

↓

【三人称：カラオケ編】

・カラオケ終わりで店から出ようとするいろはと花織が会話。

・デュナミスフィアがウィルス的にスマホに入ってると説明。

・店から出た瞬間、ゆがみに巻き込まれる。

↓

【オムニス主観：ユガミ渋谷編①】

・オムニス、下界降臨。

・窒息して倒れてる一般人を目印にゆがみへ向かう。

・花織の悲鳴（すでに歪みに入ってるor花織の悲鳴聞いて歪みに行

く）

・花織悪魔に襲われそうになっている。

・いろは覚醒させる(このとき、魔法少女への変身云々のやり方説

明)

└このとき、スマホにキスして変身を強調

↓

・＜バトル１回目：できればいろはだけ、殴るだけの設計にしてほ

しい＞

※要小宮さん相談

↓

【オムニス主観：ユガミ渋谷編②】

・いろは力に溺れ、油断しピンチに。

・花織抵抗するも、自分の危機もあり覚醒。

└このとき、デュナミスフィアが『無限の可能性を信じますか？』

を連呼する

のを強調

↓

・＜バトル２回目：二人で、それなりに協力する設計にしてほしい

＞

※要小宮さん相談

↓

・勝利、なんやかんや会話

↓

OP

（期待値5,000文字）

カミサマンの命令によりオムニスを操作し、危機が迫っている少女た

ちの元へ向かうことに。

場面代わり、いろはと花織の日常（普通の女の子強調）の後、変異と

悪魔の出現。

悪魔に襲われそうになり、オムニス登場し、二人を魔法少女に。

バトル終了後、興奮するいろは達とのやり取りの中、突然オムニス消

える。

そして白部屋へ。

カミサマンから簡単な事情説明。

とびおの承諾と、アカウント作成により、チュートリアル終了。

0(チュー

トリア

ル)

シブヤス

クランブ

ル

恋人同士のよう

なイサナとの

セックスから目

覚めると、白い

部屋だった。

OPムービー。

カミサマンの命

令により、PCに

向かい、オムニ

スを操ること

に。

場面変わり、い

ろはと花織の日

常（普通の女の

子強調）。変異

発生し、悪魔に

襲われる。

オムニス登場。

二人を魔法少女

へ。

チュートリアル

バトル。

バトル終了後、

興奮するいろは

達とのやり取り

の中、突然オム

ニス消える。

そして白部屋

へ。

白部屋にてカミ

サマンから「悪

魔は魔法少女候

補たちを襲うこ

と、それだけで

なく悪魔があふ

れると世界が終

わる」など説

明。

世界を救う気が

あるか問われ、

とびおは承諾

し、アカウント

作成してチュー

トリアル終了。

・冒頭に単なるエロシー

ンだと、インパクトが弱

い（よくあるDMM感）

ので、ある程度ショッキ

ングであり「今のは何

だったんだ？」感を出し

たい。

・「ユーザ→とびお→オ

ムニス」という構造のた

め、ゲーム冒頭からユー

ザと主人公（この場合は

オムニス）の視点に大き

く距離があり（かつ、チ

ラつきも大きい）、ゲー

ムへの没入感が大きく失

われる危険性がある。

・冒頭はテンポを最優先

にしたいが、さらっと流

すには複雑な構造で、流

さずやるにはグダってし

まう。

・そこを犠牲にしてまで

やるほどよい設定には見

えない（シナリオとして

美味しい使い方が想像で

きない）。

・ぶっちゃけ、特に意味

のある設定には見えない

（構造を俯瞰して見たと

きに面白みが無いでもな

いが、その面白みを楽し

めるユーザはどちらかと

言えばマイノリティであ

り、そのためにテンポが

失われた場合、ユーザの

１００人に１人程度しか

そこまでたどり着けない

のでは？）。

・普通の女の子であるこ

とを強調したいのはわか

るが、ここで入れるのは

グダリの元になると思わ

れる。ストーリー展開的

に、ここで女の子のパー

ソナルを見せる必要は特

に泣く、普通の女の子感

はパニック中でも出せる

と思われる。テンポを優

先したい。

・チュートリアルの終わ

りがユーザにとっての最

初のゲームの評価地点に

なるので、OPは最後にし

たい。

・冒頭のシーンをインパ

クトあるものにするた

め、エロシーンをショッ

キングなものにする。

・「ユーザ→とびお→オ

ムニス」という構造自体

は変えられないとのこと

なので、いさなは直接

ユーザに話しかけている

という状態に思わせ、

「ユーザ→オムニス」と

う構造にし、テンポを重

視して流して説明しても

混乱しない程度に抑え

る。

・グダリを防ぐため、日

常パートは見せない。代

わりに、逃げ惑う群衆の

中の一人の少女として描

き、普通の女の子感を出

す。

・そのために、悪魔は一

般人も襲うことにする。

・チュートリアルの評価

を最大化するためにOPを

最後に持っていく。



メイン変更表 作成者：内藤・土方+1:11D61:9D61:9D61:91:121:11
※ CP＝Chapter ,EP=Episode,<例：旧CPplotならば、旧バージョンでのChapter単位、つまり章単位でのplotになります（分量はMぐらい（やや少なめのM）と考えて良いです）。>

章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９１２３ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０

後日、２人を呼び出すオムニス。

カラオケルームに集合し、以後そこが拠点となる。いろはと花織にカ

ミサマンから聞いた事情を説明する。完全にやる気だったいろはは、

否もなくやる気を見せる。巻き込まれた形の花織は、事情に理解を示

しながらも「普通が良かったのに」とダダをこねる。しかし二人から

の説得にしぶしぶ了承すし、魔法少女チーム結成。

『とりあえず話をきかせろ』という花織の言葉に従い、カラオケルームに移動したオムニス達。分かる範囲で説明したオムニスだが『何もわかってない』とお互い分かっただけ。揉め始め

る二人を後目に『めんどくせぇ』と思い始めたところでカミサマンに蹴り飛ばされたのであった。『とりあえず魔法少女を増やせ』的な司令を受け戻ってくると、花織が怒っていた。

「マジ無理！」

いろはからの説得の中、論点が人数の問題へとなっていく。

「2人じゃ無理じゃん」「それは…」「だから、いろはもー」

「ーーちょうどよかった。新しい仲間を加えようと思ってたところなんだ」

そんな発言により、花織は黙るしかなくなってしまったのであった。その後、悪魔出現し、色々有耶無耶に。

（ここで、デュナミスフィアの機能説明的な事もちょろっとやっておく）

悪魔退治が、予想よりずっと大変だとわかる。余裕のあるいろはと余

裕のない花織、対象的な二人だが、問題は残ったまま。次の日、カミ

サマンから聞いた情報をもとに、候補者が身近に居ることを教え、し

かも同じ高校らしいので探すことに。「俺を見える子を探せばいい」

と言うと。何故それをさっさと言わなかったとを責められ、オムニス

は誤魔化した。

悪魔討伐をこなしながら、仲間探しをすることになったオムニス達。「やっぱ無理なんだよー、無理があるんだよー」と花織の愚痴を聞き流しながら、闇雲に探してみる。が、当然成果は

出ない。

「こんなの意味ないよ、意味ないし無理だから辞めよう（魔法少女ごと）」と花織が言い出した辺りで「そういえばオムちゃん見えるの私達だけだよね」といろはが言い出し、それを頼り

に探すことに。

何処で探すのか、どうやって探すのか、どう接触するのか、どう説得するのか、など議論になるがそもそもバカ（いろは）・能無し（オムニス）・主体性ゼロ（花織）では議論も踊らな

い。

面倒になった三人は「魔法『少女』っていうくらいだから女の子が多いとこが良いっしょ」的な脳死な理由で有羽高校で探してみることを決めたのであった。

（ここで「あ、また悪魔だ」的なお約束パート入れるのかは実際本文書いて具合で決めたい）

【三】学校帰りのここあとセイラ。他愛のない話の中、進路の話とな

り、ここあは「楽しければそれでいい」と想い語る。すると、目の前

をオムニス達が通った。奇妙な一団に興味を示すここあと、驚きつつ

も、関わることを避けようと提案するセイラであった。

（ここは、三人称視点で描かれる。以後、三人称視点は【三】と表

記）

朝。有羽高校前。「さぁ、頑張って探すぞ」「おぉー！」というタイミングで「遅刻遅刻」とダッシュで登校して来ていたここあにオムニス吹き飛ばされる。「ありり？ いま、変なのあ

たった！？」「ちょっと貴方達、学校にオモチャなんか持ってきて…」「イタタ、突然何が起こった」「え？ 風船が喋った！？」「この二人……見えてる！？」的な流れで、二人が魔法

少女だと確認。しかし、チャイムが鳴り始め、バタバタと二人は立ち去っていった。

「ボケっとしてる場合じゃない、私達も行かなきゃ！」と花織が慌てたところで悪魔通知が鳴った。

「残念なお知らせがあるんだが」「それ放課後じゃ駄目？」「どう思う？」「駄目に決まってるじゃん！」「うぅ……私の内申がぁ…」という流れで、悪魔討伐に向かった。

【三】後日、ここあは学校で花織を発見する。色々聞かれるも、ごま

かす花織。気になったここあは花織をつけることに。そこでユラギに

巻き込まれ、悪魔に攻撃されそうになる。

間一髪、いろはが助け、話しかけようとするいろはを「状況を見ろ」

とオムニスと花織に一喝され、目の前の悪魔を倒すことになった。

ここあ達が有羽の有名人であり、３年生だと知ったいろは達は、下駄箱に手紙入れて、放課後屋上に呼び出す。

ここあ「ありゃ？ 男の子じゃないんだ」セイラ「ダブルで告白されたりはしないでしょ…」

ウダウダあって。

いろは「魔法少女始めませんか？」

ここあ「面白そうじゃん！」

セイラ「怪しすぎる」

そんな感じでここあだけ仲間にした一行は、ここあを魔法少女化し、悪魔とはじめての３人戦闘を経験したのであった。

＜※シナリオ上では、ここで始めて２人以上の戦闘になっているが、ゲーム上ではおそらくそうなっていない＞

悪魔撃破後、魔法少女に勧誘されたここあは「面白そうだ」という理

由で承諾。その後覚醒。もう一人に心当たりがあるといい、自分が勧

誘すると言う。【三】後日、セイラを勧誘するが、断られる。その場

はあっさり引き下がるが、どこか自信アリげに自分は行くというここ

あ。ここあの術中にハマっていると自覚しながらも、心配になってし

まうセイラであった。

後日、「超楽しいよ、一緒に魔法少女やろう！」とここあがセイラを誘うも、「楽しいかどうかの問題ではない」と取り付く島もない。ここあの話から『何か危険な事をやらされている』

と感じたセイラは逆にここあに辞めさせようと説得をこころみるが、こちらも取り付く島もない。

議論は平行線になり、若干険悪な雰囲気が流れたところで悪魔出現の通知。

覗いていたオムニスが「行くぞここあ」と出てきて「な、覗いてたの、この丸いのっ」という感じですったもんだしつつ、

「でも私は行くね」とここあはその場を後にした。

【場合によっては、ここはオムニスは覗いてない設定にして、三人称（ノベル形式）で行う】

【三】ここあから戦うと連絡が入る。放っておけないセイラは、行

く。ここあピンチにセイラ飛び出し、それを頑張ってここあが助け

る。ここあの力になるため、セイラ覚醒。

【この間にバトルが入る】

セイラ仲間になり、有名人にテンション上がるいろはと花織。

「よろしくね」という流れで４人揃って１章終了。

【三人称（ノベル）】

ここあ達が立ち去った後の生徒会室。拒否したものの、セイラの心配は膨らむばかりであった。

大体、あの丸いのはなんだ？ 覗きまでしていて、怪しすぎる。「変な宗教に騙されてるのかも」心配したセイラはここあを追いかけることに。（場面転換）

追いかけた先、魔法少女達と悪魔の戦闘を目撃する。しかも、ここあがピンチに。「なんとかしなさいよ」とオムニスに詰め寄るセイラだったが、オムニスは「俺には何もできない」と無

能感丸出しで浮いている。そんな中でもここあはさらにピンチになっていき、セイラは腹をくくった。「私も魔法少女始めます！」

スチル挿入：覚醒したセイラがココアを助け。その熱い展開にそれまでどこか冷めていたオムニスも熱い物がこみ上げてくる。

「なんか、なんかわからないけどイケそうな気がする」

＜※この後の戦闘でアドベント開放バトルが入ります。アドベントのガイドもお願いします＞

アドベントを開放された魔法少女たちにより、敵悪魔完全撃破。

セイラとここあに駆け寄る魔法少女たち。

「すごいすごーい」「さ、さすがですセイラさん…」「ーー」

ここあは何も言わず、ニコニコと笑っていた。

『やられた』と思いつつも、そんなに悪い気がしないセイラは若干頭を掻きむしったあと。

『仕方ないわね』と呟き。

「私、袖城 セイラ。今日から魔法少女はじめました……よろしくね」

 ーーワッ！

って感じで盛り上がり、４人揃ったところで次回予告。

・キャラを調整し、花織

をもっと突っ込み泣きべ

そキャラに。

・いろはももっと猪突猛

進キャラに

・ここあをもっと性格良

い感じに。

・セイラをもっと委員⾧

キャラっぽく。

・ユーザの視点がふらつ

かないよう、なるべくオ

ムニス視点で。（一部セ

イラ視点が入るかもしれ

ないが、どうにか入らな

いようにしたい）

・ここあセイラの友情活

劇は、湿っぽい会話劇で

なく熱い展開の方で起こ

るように。

・そのため、ここあのピ

ンチを決断したセイラが

助けるように。

・テンポを良くするため

シナリオ進行に関係ない

エピソード数を削る（日

常シーン減少）

・白部屋はカミサマンの

都合で呼び出されるもの

だと強調（主人公の意思

で干渉できない）

・ユーザと主人公の意識

の乖離を防ぐため、オム

ニス感情はある程度冷め

た状態でスタート（やる

気出ると新能力開放で感

情繊維を表現）

・最初はあまり白部屋無

双はしない。

・チュートリアルのコミカル

感を残したまま、お約束（バ

トルと仲間加入）を受け入れ

させる

・カラオケルームを拠点（ア

ジト）とする

・花織の説得

・花織説得の流れで「新しい

仲間が必要」となる。

・ストーリー展開とは別の流

れでも、普段から悪魔討伐し

てる感を出す。

・アプリで悪魔の場所わかっ

てる感を出す。

・魔法少女になるにはスマホ

が重要感をチュートリアルと

同じく繰り返す。

・ここあを仲間に

・ここあピンチになる

・ここあのピンチにセイラ魔

法少女化を決意

・セイラがココアのピンチを

助ける

・熱い展開にオムニスがアド

ベント発動

・アドベントの能力ゲット

（バトル内解説）

・なんだかんだしょうがない

わね的な感じで（花織はもう

完全に抵抗できない感じに流

されて）４人揃う。

・EP→BT→EP の流れを可

能な限り守る。

・バトルは連続しても良い

が、EPが連続するのは避け

る。

・１つの章で、バトルは必ず

６回。

【１章：簡単な流れと構成訳分け】

ep1:

『とりあえず話をきかせろ』という花織の言葉に従い、カラオケ

ルームに移動したオムニス達。分かる範囲で説明したオムニスだが

『何もわかってない』とお互い分かっただけ。揉め始める二人を後

目に『めんどくせぇ』と思い始めたところでカミサマンに蹴り飛ば

されたのであった。

『とりあえず魔法少女を増やせ』的な司令を受け戻ってくると、花

織が怒っていた。「マジ無理！」いろはからの説得の中、論点が人

数の問題へとなっていく。「2人じゃ無理じゃん」「それは…」

「だから、いろはもー」「ーーちょうどよかった。新しい仲間を加

えようと思ってたところなんだ」そんな発言により、花織は黙るし

かなくなってしまったのであった。その後、悪魔出現し、色々有耶

無耶に。

ep2:

仲間集めをすることになったオムニス達。ただ闇雲に探しても当然

成果があがらず「意味ないから、辞めよう（魔法時少女ごと）」と

花織が言い出したあたりで「そういえばオムちゃん見えるの私たち

だけだよね」といろはが気付き、それを頼りに探すことに。とりあ

えず「魔法少女」って言うくらいなんだしうちの高校に行けば良く

ね？的な流れで有羽に行くことに。

ep3:

（ここで余白があれば二人の紹介含めた有羽紹介を）

有羽に着いた瞬間、オムニスが弾き飛ばされる。弾き飛ばして来た

少女、それがここあとセイラであった。

これにより、オムニスたちはここあ達に目をつける事に。

ep4:

ここあ達が有羽の有名人であり、３年生だと知ったいろは達は、下

駄箱に手紙入れて、放課後屋上に呼び出す。

いろは「魔法少女始めませんか？」

ここあ「面白そうじゃん！」

セイラ「怪しすぎる」

そんな感じでここあだけ仲間にした一行は、ここあを魔法少女化

し、悪魔とはじめての３人戦闘を経験したのであった。

ep5:

後日、「超楽しいよ」とここあがセイラを誘うも、取り付く島もな

い。逆にセイラがここあに辞めさせようと説得をこころみるが、こ

ちらも取り付く島もない。そんな中、悪魔出現の通知。「でも私は

行くね」とここあはその場を後にした。

ep6:

議論は平行線であったが、ここあの話から「ここあが変な宗教に騙

されているのかもしれない」と心配したセイラ。ここあの後をつけ

ることに。そこで戦闘を目撃し、ここあがピンチに。「なんとかし

なさいよ」とオムニスに詰め寄るセイラだったが、オムニスは「俺

には何もできない」と無能感丸出しで浮いている。そんな中でもこ

こあはさらにピンチになっていき、セイラは腹をくくった。「私も

魔法少女始めます！」

覚醒したセイラがココアを助け。その熱い展開にそれまでどこか冷

めていたオムニスも熱い物がこみ上げてくる。

「なんか、なんかわからないけどイケそうな気がする」

ep7:

＜アドベント開放バトル＞敵撃破。

なんだかんだで「やってしまったものはしょうがないわね」という

感じでセイラも参加し、４人揃って次回予告。

1

イノカシ

ラレス

キュー

仲間を集めるた

めに探す。

同じ学校の先輩

であるセイラと

ここあが、魔法

少女として活動

する。

いろは達を目撃

し、巻き込まれ

る形で覚醒して

４人パーティー

に。

・ユーザの見るべき立ち

位置がぐらついている序

章の段階で、三人称が多

すぎる。混乱する。

・ぶっちゃけ、プロット

通りのやり方だとここあ

性格かなり悪く見える。

・ここあピンチの流れが

良いが、それをここあが

助けて絆再確認の流れ

は、自作自演感が強い。

・この流れで魔法少女に

なるセイラはアホにしか

見えない。

・つまり、ここあ（性

悪）/セイラ（アホ）とい

うコンビニ見える。

・本文状態からは、行動

も言動も本来のキャラか

らのズレが大きいので、

もっとキャラを整える。

・白部屋とカミサマンの

流れのご都合主義感を減

らさねばならない。

・白部屋に呼ばれること

自体が一つのお知らせと

いう「エピソードテーマ

が進行しますよ」という

読者への提示にしたほう

が良いだろう。
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章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
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４人になってから数日経過した。登下校や学校の日常などで仲良くなっ

た感じを描く。いろはと花織には「何故あの二人と仲良くなれたの？」

というクラスメイト達とのシーン。『有名人二人とどうやって仲良く

なったのか？』という問いに『いい子だったよ』といろはは返答し、ク

ラスメイトがあっけに取られる中、『二人と約束がある』と、いろは達

は教室を離れた。

【開幕解説 ʷ あくまでイメージ。開幕解説を毎回やるかは相談したい】

【ここ、もしかしたらカミサマンが一方的に画面に向かって話す感じでも良いんじゃね？】

紆余曲折あって、４人に増えた魔法少女達。

悪魔退治にも慣れてきた彼女たちであったが、悪魔達の数に対して人数が足りないのは変わらない。

さらに悪魔の出現回数も増えていく中、自分達の時間が減っていく魔法少女達の不満は高まっていく一方であった。

【開幕解説終了】

「ふぅ、今日も頑張ったね」「頑張ったねじゃないよ！ 疲れたよ！！」「こう、連日ではな」「確かにー」

不満高まる魔法少女達。一人そうでもないいろは。『そもそもなんで私達こんな頑張って戦ってんの！』という議論が展開してる中、ま

ちなかのモニターからニュースが流れる（チュートリアルの集団窒息or失神事件）。『え、あれって……』となったやいなや、悪魔出現

の通知。全員顔を見合わせて、盛大に溜息を付いた後、歪みに向かった。

ある日、ここあがいろはのクラスを尋ねる（このとき、男子をメロメロ

にしていろはの魅力溢れる感じを表現）。

ここあの要件は、今日の集まりに遅れるというものだった。敬語で答え

るいろはに『仲間だからそういうのいらない』と答えるここあ（ここあ

の学年を意識させたい）。即、敬語なしで話し始めるいろはに少し驚く

が、同時に気に入るここあであった。

後日、今日も今日とてカラオケに集まった４人。

開幕、セイラから提案があると話が出る。「私達には休息が必要だと思う」。

弱めに同意するここあ。「えー」と不満を言ういろは。何かを考えて俯いて何も言わない花織。

「とにかくこう毎日集まってると自分の時間持てないから、しばらく現地集合にしませんか？」という流れに。

『え、俺が居なきゃ変身できねーんだから、その発想はやばくね？ 俺と合流する前に悪魔に出会ったらどうすんの？』とオムニス思う

も、悪魔出現で有耶無耶になった。

花織が帰りがけにセイラを見つける。緊張する花織だが『仲間だし』と

言い聞かせて、話しかけることに。

何をしているのか聞くと「音楽を盗んでいるのよ」と詩的な事を言う。

いたずらっぽいその笑顔に打ち解けた花織。「私達共犯者ですね」「捕

まっちゃうかしら？」「ですね」「じゃ、はやく逃げましょう」とアジ

トに向かう二人であった。

現地集合になり、カラオケに集まらなくなった魔法少女達。

いろはだけは依然いるが、流石に二人きりだと居づらいオムニスは他の魔法少女達の様子に見に行くことに。

とりあえずA高に向かうと、セイラとここあが一緒に居た。

「ごめんね、ここあ」「あはは、いいよー。いつものことじゃん」と何やら会話している。どうも、セイラが先生に多量の頼まれごとを

したらしく、それをここあが手伝っているらしい。ここあのほうがちょっと保護者のような雰囲気に、オムニスは少し意外に思う。する

と、悪魔の通知が来た。『あ、悪魔だ』『行くぞ、お前ら』『え？ なんでここに？ もしかしてまた覗いてた』『……』

攻めるような口調のセイラを無視して、歪みへ。

4人でボスのところに向かう。かしましくワイワイと喋りながら向かう

４人。ちょっと仲間はずれにされたオムニスは寂しさを紛らわそうと次

の仲間の話をする。まだ候補者がいる事に驚く４人。少なくとも１２人

居るとオムニス。ユラギには４人しか入れないとか説明。『５人目のあ

たりを付けよう』というぐらいで目的地が近づき、話を打ち切った。

今日もカラオケルームでは、いろはが一人で歌っている。

どっか行く、オムニス。カラオケから公園（無かったら別）の方に抜けると、花織が一人そわそわしていた。『行くべきか、でもなぁ…

…』とか言ってる。『よ！』って話しかけると『うわぁ』と普通に驚いた。『何やってんだよ？』『な、なんでもいいでしょ』『もしか

して、カラオケ行こうとしてたんじゃねぇか？』『う…』どうも図星だったようだ。詳しく聞くと、いろはに気を使って『行った方がい

いのでは？』とは思っているが、セイラ達に乗っかって初日に行かなかった事で負い目を感じているらしい。『めんどくさ』と思うオム

ニス。「めんどくさ……」「なっ！？」

思うだけでなく、漏れていたらしい。「なによなによ！ 行けばいいんでしょ行けば！！」となって、次の場面転換でカラオケでいろは

が歌ってた曲を絶叫してるシーン。となる（そこで、花織何かが吹っ切れた感を出す）

ボス戦後、白部屋。カミサマンに情報をもらえるか問うと文句を言いな

がらも断片的に５人の情報を貰えた。でも、決して名前は教えてくれな

かった。後日、オムニスはブラボに候補がいることを少女たちに伝え、

いろはがどんな子かも聞かずに誘いに行こうと提案。渋ってはみるが、

他に手は無いと結論になり、行くことを決意した。

現地集合も定型化しそうになってきた頃、花織が全員をいつものカラオケルームに呼び出した。

『どうしたの？』『みんな聞いて、私ずっと考えてたんだけど……』という流れで、チュートリアルでの出来事とニュースで流れた『集

団窒息事件』は関係があるのでは？という話をする。

少し顔色の変わるセイラとここあ。『やっぱり悪魔とは絶対に戦わなきゃいけないんだね』『そっか』『私、抜けようかと思ってた』

『でも、この間もそうだったけど。このまま４人だと限界を感じてるんだよね』という流れになる。

そういう真面目な流れで、チュートリアルの出来事を話して、『魔法少女になってなくても私達は悪魔に襲われる。だから、なるべく集

まって行動したほうが良い』と花織。

『キツイけど仕方ないか』と納得する魔法少女達。

このタイミングで悪魔出現する。

討伐後。やっぱり限界だと言う話になる。新しい仲間を探そうという流れに。

デュナミスフィアをひたすら弄って闇雲に探したりしてみるが、一向に成果は上がらない。

焦りながらも、色々と奔走してみる魔法少女たち。

そんな中、悪魔（ボス）と出会う。

戦闘後。『今のは本当にやばかった』という話に。

フラフラになりながら帰宅している最中に、陽彩に出会う。

『……』『……』

精神的に参っていた事と、疲れていたこと、さっきまで魔法少女化していたこと、などで思わず目をそらす一行。

訝しげにこちらを見回しながら、無言で通過する陽彩。

「……あれ。あいつ、今オレのこと見てなかった？」

ハッとする魔法少女達。という流れで次回予告。

ep1:

普段の生活とはかけ離れた魔法少女としての生活。無くなる時間。

不満高まる魔法少女達。一人そうでもないいろは。『そもそもなん

で私達こんな頑張って戦ってんの！』という議論が展開してる中、

まちなかのモニターからニュースが流れる（チュートリアルの集団

窒息事件）。『え、あれって……』となったやいなや、悪魔出現の

通知。全員顔を見合わせて、盛大に溜息を付いた後、歪みに向かっ

た。

ep2:

キツイから、カラオケに常に集まるんじゃなくて、現地集合にしよ

うぜ。という話になる。

いやいや、俺が居なきゃ変身できねーんだから集まってなきゃや

べーだろ、と思うオムニスであったが、ドタバタの中で有耶無耶に

され、現地集合になった。

ep3:

現地集合になり、カラオケに集まらなくなった魔法少女達。

いろはだけは依然いるが、他の魔法少女達の様子に見に。

とりあえずA高に向かうと、セイラとここあが一緒に居た。

「ごめんね、ここあ」「あはは、いいよー。いつものことじゃん」

と何やら会話している。どうも、セイラが先生に多量の頼まれごと

をしたらしく、それをここあが手伝っているらしい。ここあのほう

がちょっと保護者のような雰囲気に、オムニスは少し意外に思う。

すると、悪魔の通知が来た。『あ、悪魔だ』『行くぞ、お前ら』

『え？ なんでここに？ もしかして覗いてた』『……』

攻めるような口調のセイラを無視して、歪みへ。

ep4:

今日もカラオケルームでは、いろはが一人で歌っている。

どっか行く、オムニス。カラオケから公園（無かったら別）の方に

抜けると、花織が一人そわそわしていた。『行くべきか、でもなぁ

……』とか言ってる。『よ！』って話しかけると『うわぁ』と普通

に驚いた。『何やってんだよ？』『な、なんでもいいでしょ』『も

しかして、カラオケ行こうとしてたんじゃねぇか？』『う…』どう

も図星だったようだ。詳しく聞くと、いろはに気を使って『行った

方がいいのでは？』とは思っているが、セイラ達に乗っかって初日

に行かなかった事で負い目を感じているらしい。『めんどくさ』と

思うオムニス。「めんどくさ……」「なっ！？」

思うだけでなく、漏れていたらしい。「なによなによ！ 行けばい

いんでしょ行けば！！」となって、次の場面転換でカラオケでいろ

はが歌ってた曲を絶叫してるシーン。となる（そこで、花織何かが

吹っ切れた感を出す）。

ep5:

現地集合も定型化しそうになってきた頃、花織が全員をいつものカ

ラオケルームに呼び出した。『どうしたの？』『みんな聞いて、私

ずっと考えてたんだけど……』という流れで、チュートリアルでの

出来事とニュースで流れた『集団窒息事件』は関係があるのでは？

という話をする。

少し顔色の変わるセイラとここあ。『やっぱり悪魔とは絶対に戦わ

なきゃいけないんだね』『そっか』『私、抜けようかと思ってた』

『でも、この間もそうだったけど。このまま４人だと限界を感じて

るんだよね』という流れになる。

このタイミングで悪魔出現する。

ep6:

討伐後。やっぱり限界だと言う話になる。新しい仲間を探そうとい

う流れに。

デュナミスフィアをひたすら弄って闇雲に探したりしてみるが、一

向に成果は上がらない。

焦りながらも、色々と奔走してみる魔法少女たち。

そんな中、悪魔（ボス）と出会う。

ep7:

戦闘後。『今のは本当にやばかった』という話に。

フラフラになりながら帰宅している最中に、陽彩に出会う。

『……』『……』

精神的に参っていた事と、疲れていたこと、さっきまで魔法少女化

していたこと、などで思わず目をそらす一行。

訝しげにこちらを見回しながら、無言で通過する陽彩。

「……あれ。あいつ、今オレのこと見てなかった？」

ハッとする魔法少女達。という流れで次回予告。

2

スペイン

ユージュ

アリー

４人で魔法少女

としてかつどう

していく。これ

までは接点の無

かった４人はお

互いを知り、日

に日に仲良く

なっていく。そ

んな中、他にも

魔法少女の資格

を持つものを探

し、近くの学校

（ブラボ、聖

チャールズ）に

他の魔法少女候

補がいることが

解る。

・序盤、ここあとセイラ

の学校での立ち位置を中

心に話を展開するが、話

題の中心を二人の立ち位

置にするのでなく、楽し

い話題の結果、二人の立

ち位置が分かる、という

ようにしたい。

・話の展開が起こらず、

日常が三連続なので、も

う少しテンポが欲しい。

・オムニスが仲間外れに

されて疎外感を感じてい

るが、疎外感を感じるほ

どオムニスとその他の距

離が近くない

・１２人居る。という確

定的な話題は、今後の運

用を考えても避けたい。

・ユラギに４人しか入れ

ない系の設定は、ライ

ティングが非常に苦しく

なるので辞めにしたい。

・カミサマンからすぐに

情報が貰えるという流れ

は楽ではあるが、探すと

いう話題を潰してしま

い。お約束展開で話題を

進めるという伝家の宝刀

が使えなくなるので、無

しにしたい。

・カミサマンは候補につ

いては一切触れない。

・何かが起こり、その結

果キャラが掘れるという

形をなるべくとる。

・結束がまだゆるゆるで

ある感じを出したい

・日常連続でも、どうに

かテンポを出す

・オムニスはまだどこか

他人事感を持たせる。

・ユラギの設定は悪魔と

戦う場所くらいで

・何も考えていないキャ

ラたちの中にも、真面目

に考えるやつを混ぜる。

・魔法少女は皆で苦悩し

て探す

・魔法少女活動そのもの

が大変感を出す。

・仲間集めは必須感を強

くする。

・戦う理由付け、キャラの掘

り下げを行い、新た仲間と新

展開の準備

・２章のどこかで、『なんで

私達戦ってんだろう？』的な

話はする(f1_a)。

 └話題になっている窒息事件

の現場がチュートリアルで居

たカラオケだと気付く。

 └私達が戦わなきゃ、という

いろはとここあ、まだ何処か

冷めているがここあ、逃げ出

したい花織

・ぎこちなかった4人が多少仲

良くなる

 └キャラの掘り下げとして使

用

 └普段の生活と、その大切さ

を匂わせる

・このまま遊び半分ではな

く、真面目に戦わねばと言う

流れ

 └『なんで私達戦ってんだろ

う？』話題の受け止めとして

使用(f1_a)

・これらの話題の間も悪魔討

伐は続ける

・セイラ主導で「このまま4人

だと不味い」という話にな

り、仲間を増やせないかとい

う流れに

 └候補者をどのように探して

いるのかを読者に示す

・最初はデュナミスフィアを

ひたすらイジってみたり、闇

雲に探してみる。

・陽彩をチラ見せ（どうもオ

ムニスが見えてるっぽい感

じ、にA校メンバーが気づく）

 ┗「あれB校の制服だったよ

ね」とA校のメンバーに言わ

せ、B校に探しに行くきっかけ

となる



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

数日後、結局武良穂に行っては見たものの、誰に声をかければいいかわ

からないことに気付くいろは。オムニスにどんな子か聞くと「詳しくは

解らないが、なんでも天才美少女らしい」と答える。意味もなく盛り上

がる４人はその情報から勝手なイメージ（クールなオネーサン系、もし

くは瓶底眼鏡のマッドサイエンティスト風でメガネとったら美少女と

か）をふくらませる。日がな一日校門の前で待ってみるが、それらしい

人は見当たらない。諦めて４人で悪魔退治に向かうことに。

再びカラオケルームに集まった魔法少女達。

話題は前回の悪魔戦後に出会った少女の事であった。

「間違いない、アレは俺の事が見えていた」「あれB校の制服だったよね？」「いっがーい！ 超盲点！！ 確かに、A高以外にも女の

子は居るし、可能性あったよね！？」「そんなの当たり前でしょ……」「じゃ、誘おう！」「でも、悪魔退治って結構危ないし、そんな

気軽に誘っていいものかにゃぁ」「ここあがそれ言う？ どちらにせよ、私達はもう限界なんだし、もうあんまり手段を選んでられない

わ」「……そうですね。どっちにしろ、この丸いのが見えてるなら運次第では、巻き込まれますし。魔法少女になってたほうが安全って

言えるかも」「それは結構希望入ってないかい？」「うっ」「イイじゃん、イイじゃん、魔法少女は楽しいよ！」という流れでB校に行

くことになった。

武良穂の校門前でうろついている４人。すると、こどものような少女

（陽彩）が事務的に話しかけてくる。超天才美少女のイメージ像を伝え

て、「僕の知人にはいないようだ。お役に立てなくてすまない」と答え

る陽彩。今日も諦めて４人で悪魔退治に。

悪魔退治に向かう途中で、オムニスが新しく仕入れた５人目の特徴を得

意げに教えるオムニス。その特徴が陽彩とばっちり重なって、怒られ出

すオムニス。キョトンとしながら謝る。

朝、平日。いろはの暴走も有り、考え無しにB校に乗り込む。『え？ なんだアイツら、何処の連中だ？』とちょっとした騒ぎになる。

『なんだ貴様らは一体！』と蒼・丹登場。『あ、すみません。これは…』『――魔法少女を探しに来ました！』『はぁ！？』と収集つか

ない状況に。そこにエリザを連れた（追っかけられている）陽彩が登場する。『あ、あの時の子だ！』『……君達は』と囲もうとする

と、蒼・丹にズイと押し返された。『怪しい奴らめ、陽彩に何のようだ！』『だから、魔法少女への勧誘で…』『寝言は寝て言え！』と

また揉めそうになる中、陽彩はボケっと様子を眺めてたオムニスに手を伸ばした。

『ふむ……やっぱりただ浮かぶだけのオモチャと言うには変だなこれは』『……！？ やっぱり俺が見えてるんだな』ちゃんすとばかり

にここあがズイと前に出る。『ふふ、気になる？ なら、私達に付いてきて一緒に魔法少女やろうよ』『……魔法、少女？』『――断

る！！』蒼・丹に陽彩を隠された。『……なんで貴方が答えるの？』『お前らみたいなのはキリがないんだ！』天才少女の陽彩には、虫

が付くものらしい。ドタバタが始まろうとしたタイミングで、悪魔通知が来た。『またね』『またなど無い！ そのオモチャも持って、

とっとと立ち去れ』『……ん？ あいつ今』疑問に思ったオムニスだが、思考は流れていった。

昨日の子を探して武良穂の校門の前をうろついていると、今度は背の高

い二人組（蒼、丹）に話しかけられる。２人は武良穂の生徒会の生徒会

⾧と副会⾧で、連日訪れている４人の噂を聞いていて、目的を聞くため

に話しかけたのだ。「大切な要件なんだ」と主張するいろはの真剣さを

感じ、４人をその少女に会わせてくれるという。立ち話も何だからと４

人を生徒会室に迎え入れてくれる。そこには、生徒会の仕事をテキパキ

とこなす陽彩（とエリザ）が居た。事情を説明するが、流石ににわかに

は信じがたい話で疑われてしまう４人。信じてもらえない。

【三人称】

『全く、なんだったんだ』『よくいる不審者よ』『あんな連中が良く居てたまるか』『アタクシちゃんさまを知らないなんて、無礼にも

程がありますわ！』と議論を重ねる３人、そんな中、エリザを黙って思考の海に入っていた。『……あらあら、こうなった陽彩ちゃんは

⾧いわよ』『仕方ない、生徒会の業務も残ってる。行くぞ、エリザ』『ちょっ、ワタクシがなんで生徒会の業務を…』『毎日入り浸って

る癖に今更何言ってやがる。ほら、行くぞ！』『ちょ、ちょっと待ってくださいましー！』三人が居なくなった後、陽彩はポツリと呟い

た。『仮説は、検証するしかないな』と。

いろははどうやって信じて貰えばいいのかを１人で考えていた。オムニ

スも一緒になって悩む。そこに花織が登場して、「信じてもらうにはオ

ムちゃんを見せればいい」と言おうとしてたことを話す。キョトンとす

る２人。アホ２人に呆れる花織。

場面変わって私立武良穂生徒会室。証拠がなく信じきれなかったもの

の、いろはのあまりの真剣な様子が少しこころに引っかかっていた陽

彩。もう一度だけ話を聞いてみようと思い立ち、今日は早く帰ること

に。悪魔退治に向かおうとすいろは達を目撃。謎の球体（オムニス）に

気づき、あとを追う。

カラオケルーム。

いつものように集まった魔法少女達であったが、疲労困憊であった。『無理だ。もー、無理だ』と花織。

無理無理無理無理カタツムリ。と愚痴を吐きまくる魔法少女達。無言で、弱々しく笑うここあ。『大丈夫大丈夫』といつもどおりの台詞

だけど、熱暴走っぽいいろは。愚痴を吐き続けるだけのマシーンと化した花織。このままじゃ疲労で負ける、とセイラ。

『あれから、B校行っても門前払いなんだよね…』『毎日、毎朝、放課後まで見張りが着いちゃってるもんねぇ』『もっと早起きしよう

か！ それで、教室で待ってようよ！！』『今度こそ言い訳の聞かない不審者になるわよ…』と。

せっかく見つけた候補者に接触する事すら出来ない。

自然、『なんとかならんのかと』オムニスに視線が集まるが、『なんともならん』という顔でオムニスは無能に宙に浮いていた。

『コイツほんと使えねぇ……』という空気の中、悪魔出現の通知が来た。『よっしゃ、今日も頑張ってこうぜ！』『……』『……』『…

…』『頑張ろー！』みんなのイラつく視線を感じながら、オムニス達は悪魔討伐に向かった。

後を負った先で、いろはたちが謎の敵（悪魔）と戦う決死で様子を陽彩

は目撃した。思った以上に激しいかった戦いと、その信じられない光景

に絶句する。回想。いろはたちを追っている途中、陽彩はいろはたちを

見失ってしまった。陽彩はただでさえ体が小さく、運動は大の苦手。追

いつけるはずもなかった。半ば諦めて、さっき見た黒猫がなんだったの

か考えを巡らせていたところ、世界に異変が起きる。ただ事ではないと

直感的に理解した陽彩は、その異変の中心に向かって進んでいった。回

想終了。陽彩は持ち前の頭脳で必死で分析していた。思考を巡らせてい

るところに、背後から特異点となる悪魔が現れる。悲鳴をあげる陽彩。

それに気づいて駆けつける４人。陽彩を守って特異点との決戦が始ま

る。

【三人称】

密かに魔法少女達を監視していた陽彩。

魔法少女達と、悪魔戦を目撃。

やられた悪魔の残骸が飛んできたりと、一瞬恐怖に駆られそうになる陽彩であったが。

その明らかに現実とは乖離した異質な場面に、恐怖より好奇心が勝ってしまい目が離せなくなっていく。

そんな中、魔法少女達の動きが何やらおかしいなと気付き、また、何もせず傍目でぼーっとしてるオムニスにも気付く。

疑問に思った陽彩は、オムニスにこっそりと近づいていくのであった。

疲労により悪魔との戦闘に身が入らない魔法少女達。とくに花織が酷い、酷いったら酷い。

『なんだコイツら？』『何か大変な事をやっているのは分かる、分かるがこれは明らかにお粗末だ』『実力が足りないんじゃなくてコン

ディションの問題で負けている』花織、あからさまにピンチに。『――ヒトは、これを無能という』

陽彩、オムニスの前に立つ。『おい』『ん？ あ、お前、いつの間に…』『お前が、この一団の首領か？』『え……？』（しゅりょ、

う？ え、いや、どうなんだろ…）『なんだこの状況は？ どうしてこうなっている？ 何か言い訳してみろ』『そんな事言われても

…』『こうなってるのは、お前の責任だろ』『えぇー』（いや、知らんし）その無能丸出しのオムニスの様子に何か察したのか、陽彩は

ため息を付きつつ頷いた。『分かった』『は？』（何が分かったんだ？）

『知るは、観測だけでは得られない。そういう事だな―』

『は？ は？？』

『――私も、魔法少女を始めよう』

魔法少女になった陽彩の大活躍により、悪魔討伐に成功。

疲労困憊を抜きにしても自分たちより強かった陽彩に凄い凄いと皆ではしゃぐ。

そんな中、花織が生き残っていた悪魔に不意打ちされる。

スチル挿入①：

●Rシーン(クリチンポオナニー)

スチル挿入②：悪魔化していく、花織に一気にシリアスに。

オムニス、ボヤボヤと間抜けに気を抜いていたが、そんな生易しいものじゃなかったと自覚。後悔。

とびお気絶。次回予告。

ep1:

再びカラオケルームに集まった魔法少女達。

話題は前回の悪魔戦後に出会った少女の事であった。

B校の制服を着ていた、ということでB校に行くことに。

ep2:

朝、平日。考えなしにB校に乗り込み騒ぎに。

『なんだ貴様らは一体！』と蒼・丹登場。収集つかない状況に。

そこにエリザを連れた（追っかけられている）陽彩が登場する。

『あ、あの時の子だ！』『……君達は』と囲もうとすると、蒼・丹

にズイと押し返された。『怪しい奴らめ』どうも、陽彩には虫が付

きやすいらしい。またドタバタが始まろうとしたタイミングで、通

知が来た。『そのオモチャも持って、とっとと立ち去れ』

へぇへぇ……て、ん？ あいつ今。疑問に思ったオムニスだが、け

たたましくなる通知音と急かす魔法少女達に、思考は流れていって

しまったのであった。

ep3:

【三人称】

いろは達が立ち去った後、喧々囂々の３人を後目に思考の海に入っ

た陽彩。『……あらあら、こうなった陽彩ちゃんは⾧いわよ』三人

が居なくなった後、陽彩はポツリと呟いた。

『仮説は、検証するしかないな』と。

ep4:

カラオケルーム。

いつものように集まった魔法少女達であったが、疲労困憊であっ

た。無理無理無理無理カタツムリ。と愚痴を吐きまくる魔法少女

達。『あれから、B校行っても門前払いなんだよね…』せっかく見

つけた候補者に接触する事すら出来ない。自然、『なんとかならん

のかと』オムニスに視線が集まるが、『なんともならん』という顔

でオムニスは無能に宙に浮いていた。みんなのイラつく視線を感じ

ながら、オムニス達は悪魔討伐に向かった。

ep5:

【三人称】

密かに魔法少女達を監視していた陽彩。魔法少女達と、悪魔戦を目

撃。やられた悪魔の残骸が飛んできたりと、一瞬恐怖に駆られそう

になる陽彩であったが。恐怖より好奇心が勝ってしまい目が離せな

くなっていく。そんな中、魔法少女達の動きが何やらおかしいなと

気付き、また、何もせず傍目でぼーっとしてるオムニスにも気付

く。疑問に思った陽彩は、オムニスにこっそりと近づいていくので

あった。

ep6:

疲労により悪魔との戦闘に身が入らない魔法少女達。『実力が足り

ないんじゃなくてコンディションの問題で負けている』苛立ちを覚

えた陽彩はオムニスの前に立った。『なんだこの状況は？ どうし

てこうなっている？ 何か言い訳してみろ』『そんな事言われても

…』『こうなってるのは、お前の責任だろ』『えぇー』その無能丸

出しのオムニスの様子に何か察したのか、陽彩はため息を付きつつ

頷いた。

『分かった』『――私も、魔法少女を始めよう』

ep7:

魔法少女になった陽彩の大活躍により、悪魔討伐に成功。

疲労困憊を抜きにしても自分たちより強かった陽彩に凄い凄いと皆

ではしゃぐ。

そんな中、花織が生き残っていた悪魔に不意打ちされる。

●Rシーン(クリチンポオナニー)。

悪魔化していく、花織に一気にシリアスに。

オムニス、ボヤボヤと間抜けに気を抜いていたが、そんな生易しい

ものじゃなかったと自覚。後悔。

とびお気絶。次回予告。

3

ニクヨコ

スタンド

アップ

仲間にしようと

まずはBチーム

の候補者たちに

コンタクトを取

るが、信じても

らえない。

普段通り活動を

行っていると魔

法少女候補の女

の子（多分陽

彩）が魔法少女

のいろは達を目

撃する。その時

流れ弾が当陽彩

を襲い、かばっ

た花織が致命的

なダメージを受

け悪魔化してし

まう。花織の悪

魔化を見て、意

識を失ってしま

うとびお。

※悪魔化はR

シーン

・ニアミスで2話使うが、

テンポを悪くするだけの

ように思える。

・オムニスの無能感は欲

しいが、スペックとやる

気が無くて無能にしたい

ので、ガチ無能な感じは

減らしたい。

・丹・蒼の印象を強くす

るために、陽彩を守る過

保護キャラ的に怒りまく

る感じにしたい。

・悩んだり、苦しんだり

が基本いろはだが、もっ

と分散させたい。いろは

は馬鹿だけど、本質を付

くというキャラにした

い。

・陽彩に弱いイメージが

あるが、強くしたい

・花織が悪魔化するま

で、テンポよくギャグ漫

画みたいなのりにした

い。ちょっとしっとりし

すぎているように思え

る。

・花織が悪魔化するまで

のコミカル感を強くす

る。

・陽彩を若干最強キャラ

気味にする。

・丹・蒼（特に蒼）の保

護者キャラ感を強める。

・花織は弱音を吐くキャ

ラとして固定

・オムニスのガチ無能感

を減らし、何もしない感

を強める。

・陽彩を好奇心が恐怖に

打ち勝つ系のキャラとし

て確立させる。

・『――魔法少女始めま

す！』のキーワード性を

作る（こういうのがいく

つかあると、後々便利に

なると思います）。

・コミカル展開からの急落。

ただ、楽しく魔法少女するだ

けじゃないという作品全体へ

の引きを作る

・B校に行き、陽彩達4人と出

会う。

 └陽彩・蒼・丹・エリザ

 └この時、エリザを出すのが

難しくないか？

 └でも、ここで出しとかない

と後々面倒だ

・魔法少女のくだりを話す

が、まったく相手にされない

 └魔法少女集めが、それなり

に困難感出す。

 └この段階では、蒼・丹・エ

リザが魔法少女だとわかって

いない。

 └今までどちらかと言えばと

んとん拍子だったので、少し

詰まり感出す。

・仕方なく4人で討伐に臨む

が、戦闘空間に陽彩が紛れ込

む。

 └イレギュラー感を出して、

バトルに対するマンネリを少

し解消

・悪魔を目撃してビビる陽彩

だが、同時に興味も沸く。

・花織がピンチになる→陽彩

が「なんだこの無能」といっ

た感じで自分が魔法少女にな

る方がマシと思い覚醒。

 └『知るは観測だけでは得ら

れない云々』とそれっぽいこ

と言う。

・陽彩が大活躍し、悪魔撃

退。

 └という体。実際は通常のバ

トルを行っただけ。

・「陽彩ちゃんちっちゃいの

にすごい！」的な受け入れら

れ方をする後、気を抜いてい

た花織が不意打ちをくらって

悪魔化。

  └Rシーンへ突入しオナ

ニーをするという、痴態の限

りを尽くす女、それが花織

・一気にシリアス雰囲気に。

 └ここの落とし方は、Mに起

こす段階できちんと練る必要

あり。

・とびお気絶（世界再編）
苦戦の末、特異点を倒す４人。が、敵が消滅する際に、しゃにむに放っ

た放った魔法が流れ矢となって陽彩に向かって飛んでいく。陽彩の直ぐ

側に居た花織が、陽彩を庇う形でその魔法を喰らってしまう。「あれ？

なんともない」などとつぶやくが、その次の瞬間花織に異変が起きる。

花織は突然悲鳴を上げ、苦悶の表情を浮かべてうずくまってしまう。

【ここでエロ】花織の体は、敵の攻撃を受けた場所から変異を起こ

し、、みるみる内に悪魔になってしまう。その衝撃的なシーンを見て、

花織のところに駆け寄ろうとするオムニス。しかし、画面のこちら側の

とびおがショックのあまり気を失ってしまい、「情けない」との念を抱

きながら視界がブラックアウトしていく。



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

白部屋で目覚めるとびお。花織の悪魔化した姿を思い出すし、嘆き苦し

む。そんなとびおに対して、興味がなさ気に言葉だけで「そんな大した

ことは起きてないでしょ？」とこともなげに答えるカミサマン。その言

葉に怒ったとびおはカミサマンを問い詰める。「悪魔ってのはなんなん

だ……？」「負け犬よ」とだけ答えるカミサマンに嫌悪を表すとびお。

そのあと、現実の少女達が心配になり、オムニスとしてまずはいろはの

もとへ。何事もなかったかのように現れる花織。事実をよく飲み込めな

いまま、悪魔討伐へ。

目が覚めたら白部屋。見回すと、何食わぬ顔をしたカミサマンが居た。『どうしたの？ ハトが豆鉄砲くらったような顔して』

という感じでツラツラと何事か喋るが、大した内容は得られない。『慌てない、慌てない。大した事は起こってないから』

『あぁん？ 信用ならない？』『じゃ、自分で見てくれば？』バツンと電源が切られるように意識が飛んだ。（場面転換）

現世で目覚めたオムニス。急いでいつものカラオケルームに行くと、全員集合していた。『あ、オムオムおそ～い！』『……無能が来

た』陽彩も追加されているが、そんなのは無視して隅っこでボケっとしていた花織の所へ。『おい！ 無事か！？』『へ？ はい？』

『はい？ じゃねーよ！ 悪魔はどうなった！！？』『からだ、なんとも無いのか？ 元に戻ったのか！？』

わけわからんという花織と他のメンバー。『いや、だって花織が悪魔にやられて…』『やられて、ない。私が助けた』『いや、だからそ

の後…』完全に記憶が食い違う魔法少女たちとオムニス。少女達の記憶では『花織はやられておらず、悪魔は陽彩参入で問題なく倒せ

た』という流れ。『え？ は？？』あまりの事に思考が止まるオムニス。『そんなはずは……』と言いかけたところで、けたたましく通

知音が鳴った。『『行こう！』』『……』考えをまとめる暇もなく、悪魔退治に向かうオムニスであった。

戦闘後。花織に「なんともないのか」と問う黒猫。花織は「あんなのか

擦り傷でしょ」と罰が悪そうに答える。「そんなはず……」状況を飲み

込めないオムニス。今でもハッキリとあの時の状況を覚えているオムニ

スは、花織の体を貫いたの話をする。しか、あの時花織は陽彩をかばっ

たが、悪魔の攻撃は腕をかすめただけで、外れたということにになって

いた。自分の記憶と食い違う内容に納得がいかず、言葉を失い考え込ん

でしまうオムニス。一方少女たちは、陽彩の話をしたことで陽彩に危険

に巻き込んでしまったことを謝罪しに行くという流れに。

『やっぱりおかしい！』何度めかのオムニスの問は、『またか』という顔で返された。『オムオムまたその話？』『いや、ほんとなん

だって悪魔にやられた花織が―』『聞けば聞くほど不愉快になるから辞めてほしいんだけど…』『その球体の中身は壊れてる』と非常に

辛辣な反応。無視して、陽彩は続けた。『そんなことより、この集団の体制は酷い』『悪魔が出る出ないに限らず、毎日毎日カラオケに

集合して気を張り詰めて待機して。愚の骨頂』『でも、いつ悪魔出る分からないし……現地集合だと、孤立しちゃって危ないし』『この

丸いの居ないと変身出来ないからにゃぁ』『それは違う』『え？ オムオムいなくても変身できちゃう感じ？』『そうじゃない、いつ悪

魔が出るかわからない、というのが違う』『さっきセイラから悪魔の出現回数と日時を聞き取り調査してわかったのだが、悪魔の出現と

月食の周期には非常に弱いが相関性がある』『もっと母集団が欲しいところだが、これを統計学的にカオス理論を応用すると』『およそ

だが、悪魔の出現日時が予想できる。誤差１％未満だ』そんな事を話していると、悪魔出現の通知が来た。『予想通りだ』『統計学って

すげぇ…』『そんな……確かにあのとき』『オムオム、いつまでもボッとしてないでいくよ』思考の迷宮にハマったままのオムニスを後

目に、悪魔討伐に向かう魔法少女一行であった。

白部屋。納得の行かないとびおは、ブツブツと言いながら考え込んでい

る。そこにカミサマンが「何ブツブツいってんの」などと面倒そうに声

をかける。この間のやり取りで、カミサマンに腹を立てていたとびお

は、いらいらを隠さないような口調で、花織が悪魔化してしまった事実

があったかと確認する。カミサマンは「だから、大したことは起きてな

いって言ったでしょ」と、はっきりと否定する。その答えを「やっぱ

り」と受け、事実は「花織が無事」なことで、自分が見たあの光景は何

だったのかと悩み始める。カミサマンはそれを「ただの夢のようなも

の」と一蹴する。

オムニスのは思考の深みにハマったまま。

しかし、魔法少女達は陽彩を中心として労働環境は劇的に改善しつつあった。『これならもう大丈夫くない？』『そうでもない』『ギリ

ギリどうにか回るようになったという程度だろう。やはりこの人数のままでは不安だ』

という事で、魔法少女探しは再開。

オムニスは段々と魔法少女達に放置されていく。

『俺がおかしいのか？』疑問は深まるが、白部屋にも戻されず困ったオムニスは何か変化が起こっていないか放浪してみることにした。

４人で再び武良穂を訪ねる。陽彩は快く４人を生徒会室に通してくれ

る。あの日、陽彩を危険にさらしてしまったことを謝る４人。それを聞

いていた（同室に居た）蒼が、４人に食ってかかろうとするが、それを

陽彩と丹が止める。「こうなると思ったから言わなかった」と蒼をたし

なめる陽彩。（この辺で陽彩が実質リーダーだと解るように）。落ち着

いた後、陽彩は改めて花織にかばってくれたことの礼を言う。同時に、

いろは達の話を信じなかったことを詫び、協力することを約束する。

朝っぱらから、カラオケルーム出て（いつもは少女達が来るまでボケっとしてることが多い）お散歩に行くオムニス。

とりあえず、A高校に行くと、セイラと花織が居た。

＜『音楽室の音盗んでるの』的な例のアレをまんま使用＞

『ふーん、知らないところで仲良くなったりしてるもんだなぁ』と思って、オムニスはその場を立ち去った。

陽彩にお願いされ、陽彩を同行させて悪魔退治へ向かう。目的地に向か

うまでに陽彩がみんなを質問攻めにする（戦っている敵は何者なのか、

オムニスは生物学的に猫に分類されるのか、あの空間はなんなのかな

ど。）質問の殆どに答えられないことで、まだわからないことだらけだ

と気付くオムニスは１人だけ不安を抱えることに。

目的地も近くになったころ、質問が一通り尽きる。それを持って、納得

したという陽彩。何も答えられてないけど、とバツの悪そうな他のメン

バー。「わからないという事が解るだけで十分」と答え、オムニスに力

を使う方法を聞いて覚醒する。新たな仲間をむかえ、前向きな雰囲気で

特異点との戦闘に臨む。

いろはとここあのハートフルストーリー。

すっげー平和な、特になにもない日常をのぞき見する。

『ふーん、知らないところで仲良くなったりしてるもんだなぁ（台詞は多少変えます）』と思って、オムニスはその場を立ち去った。

特異点を倒し、それを祝う面々。その浮かれた状態が油断をよび、敵の

トドメをさしきらず確認を怠る。倒したはずだと思っていた敵が息を吹

き替えして攻撃してくる。攻撃はセイラを襲い、直撃を受けてしまう。

他のメンバーが悪魔にトドメを指し、セイラを心配してセイラの方を振

り返る。セイラはなんともないかのように振る舞う。それを見て、花織

が悪魔化した時のことを思い出すオムニス。果たして今度はセイラが悪

魔化してしまう。今度は意識を失うまいとしながら、どうやったらセイ

ラを救えるか必至に考えを巡らす。悪魔化してしまったセイラのところ

に駆け寄ろう（？）とするが……ブラックアウト。

陽彩と丹・蒼・エリザの生徒会よもやま話。すっげー平和な、特になにもない日常をのぞき見する。

段々と、自分の勘違いで世界は平和なままなんじゃないかと思い出すオムニス。

一通り、生徒会の平和な日常を見たオムニス。

『ふーん、知らないところで―』と言いかけたところで、今までとは違う悪魔通知音が鳴った。

『……なんだ？ ……とくいてん、出現…』

『悪魔か！』『うわ、この丸いのまた―』

『――やはり覗いてたか』『話は後だ！』

『陽彩、お前まさかあの変な連中と―』

『――その話は今度しよう』

という流れで悪魔戦へ。

辛くも勝利した魔法少女達。『今まで、ここまで強くなかったのに…』『特異点って、表示出てたよね？』

『……おそらく、それが関係している』疲労困憊の魔法少女達の中でも、さらに疲労困憊な花織は一人、他の魔法少女たちとはちょっと

離れた場所でよろよろと座り込んだ。『もうだめー』しかし、花織の後ろには立ち上がる影があった。

『――ぁ』花織が悪魔化した記憶がフラッシュバックしたオムニスは、思わず花織の前に割って入り、悪魔の攻撃をもろに受けてしま

う。

スチル挿入①：『――オムオム』『っ！？ これは……ッ！』

（……やっち、まった）『――きゃぁあああああああああああああああああああ』

スチル挿入②：薄れゆく意識の中、見えたのは、変身が解け、たった一体の悪魔に惨殺さていく魔法少女たちの姿であった。

次回予告。

ep1:

目が覚めたら白部屋。見回すと、何食わぬ顔をしたカミサマンが居

た。『どうしたの？ ハトが豆鉄砲くらったような顔して』

『慌てない、慌てない。大した事は起こってないから』『自分で見

てくれば？』バツンと電源が切られるように意識が飛んだ。

（場面転換）

現世で目覚めたオムニス。急いでいつものカラオケルームに行く

と、完全に記憶が食い違う魔法少女たちとオムニス。

少女達の記憶では『花織はやられておらず、悪魔は陽彩参入で問題

なく倒せた』という事に。あまりの事に思考が止まるオムニス。

『そんなはずは……』と言いかけたところで、けたたましく通知音

が鳴った。考えをまとめる暇もなく、悪魔退治に向かうオムニスで

あった。

ep2:

『やっぱりおかしい！』何度めかのオムニスの問は、『またか』と

いう顔で返された。オムニスの疑問を無視して、魔法少女体制の改

善化の話になる。『つまり、悪魔出現は予想できる』

そんな事を話していると、悪魔出現の通知が来た。

『予想通りだ』『統計学ってすげぇ…』

思考の迷宮にハマったままのオムニスを後目に、悪魔討伐に向かう

魔法少女一行であった。

ep3:

オムニスのは思考の深みにハマったまま。

しかし、魔法少女達は陽彩を中心として労働環境は劇的に改善しつ

つあった。『ギリギリどうにか回るようになったという程度だろ

う。やはりこの人数のままでは不安だ』という事で、魔法少女探し

は再開。オムニスは段々と魔法少女達に放置されていく。

『俺がおかしいのか？』疑問は深まるが、白部屋にも戻されず困っ

たオムニスは何か変化が起こっていないか放浪してみることにし

た。

ep4：

朝っぱらから、カラオケルーム出て（いつもは少女達が来るまでボ

ケっとしてることが多い）お散歩に行くオムニス。

とりあえず、A高校に行くと、セイラと花織が居た。

＜『音楽室の音盗んでるの』的な例のアレをまんま使用＞

『ふーん、知らないところで仲良くなったりしてるもんだなぁ』と

思って、オムニスはその場を立ち去った。

ep5:

いろはとここあのハートフルストーリー。

すっげー平和な、特になにもない日常をのぞき見する。

『ふーん、知らないところで仲良くなったりしてるもんだなぁ（台

詞は多少変えます）』と思って、オムニスはその場を立ち去った。

ep6:

陽彩と丹・蒼・エリザの生徒会よもやま話。

すっげー平和な、特になにもない日常をのぞき見する。

段々と、自分の勘違いで世界は平和なままなんじゃないかと思い出

すオムニス。

一通り、生徒会の平和な日常を見たオムニス。今までとは違う悪魔

通知音が鳴った。

『……なんだ？ ……とくいてん、出現…』

ep7:

辛くも勝利した魔法少女達。

『今まで、ここまで強くなかったのに…』

『特異点って、表示出てたよね？』

『……おそらく、それが関係している』

疲労困憊の魔法少女達の中でも、さらに疲労困憊な花織は一人、他

の魔法少女たちとはちょっと離れた場所でよろよろと座り込んだ。

『もうだめー』

しかし、花織の後ろには立ち上がる影があった。

『――ぁ』

花織が悪魔化した記憶がフラッシュバックしたオムニスは、思わず

花織の前に割って入り、悪魔の攻撃をもろに受けてしまう。

『――オムオム』

『っ！？ これは……ッ！』

（……やっち、まった）

『――きゃぁあああああああああああああああああああ』

薄れゆく意識の中、見えたのは、

変身が解け、たった一体の悪魔に惨殺さていく魔法少女たちの姿で

あった。

次回予告。

4

メガドン

ブロー

ディング

花織の悪魔化に

よって、魔法少

女の敗北＝悪魔

化だということ

が解る。目覚め

たとびおは呆然

としながら黒猫

として再び彼女

たちの前に。い

ろはに会うがケ

ロッとしていて

怪訝に思って居

ると、花織が登

場する。混乱す

るとびおを尻目

に活動は進み、

強敵と出会う。

強敵をなんとか

退け陽彩を仲間

に迎え入れる。

が、戦闘後のス

キを突かれて今

度はセイラが悪

魔化してしま

う。

※悪魔化はR

シーン。

・オムニスがだいぶ女々

しいので、女々しさを減

らしたい

・陽彩が魔法少女化しそ

うだと分かるのなら、

蒼・丹は着いてきそう

・わからないことだら

け、ということで申し訳

ない感じをオムニスが出

すと、やっぱり女々しく

なる（知らん、悪いか？

くらいのほうが、好感が

高まるように思える）。

・個別の話題が別個に絡

みなく進行している（悪

魔化・能力・キャラ掘

り）ので、一旦どこかに

集中したい。

・オムニスの女々しさを

減らすため、一旦勘違い

だと思わせるくらいに、

日常パートを押す。

・陽彩に魔法少女集団で

の明確なブレーンとして

の役割を与える。

・オムニスに放浪癖を加

え、今後の放浪を違和感

なくする。

（唐突なキャラ堀りがし

やすい）

・強い悪魔は『特異点』

という形にして、今後の

苦戦のフラグとして役立

てる。

・蒼・丹は魔法少女候補

だと、読者には分からせ

る様に描く。

・４/１２章という中だる

みが許される地点なの

で、キャラ堀りをしてお

く。

・シリアスからの謎の提供。

畳み掛けるように絶望の提供

（やる気を失わせない程度の

塩梅で

・起きたら白部屋

・「どうなったのか」とカミ

サマンを問いただすも、大し

た情報は得られないとびお

 └どちらかというと、少女た

ちの方が気になり、それほど

問いたださない。

 └問いただすと言っても、白

部屋でとびおは喋らないの

で、それっぽく。

・確認しに行くと、何事もな

かったかのような花織たち。

陽彩もいる。

・超疑問に思うが悪魔が現れ

たので思考が止まるとびお

・戦闘も交えつつ、魔法少女

探しも続ける（その中で5人の

キャラの深掘りもする）

 └キャラの深掘りするってさ

らっと言ってるけど、本当に

出来るのか？ そんな雰囲気

か？

 └とびおの気持ちは置いてけ

ぼりで、周りで深掘りが起

こってる感じにするしかない

かも。

 └５人以外にも、既に登場し

たキャラ（蒼・丹・エリザ）

はなるべく登場させたい。

・どんどん疑問は深まってい

くが、こんな時に限って白部

屋へ戻れない。

・ボスとの戦闘中に限界を迎

え（内容未定）、悪魔の攻撃

をくらうオムニス

 └何も思いつかなかったら、

「花織の悪魔化がフラッシュ

バックし思わず前に出てしま

うオムニス」とする

・オムニスがダメージを受け

たことにより、変身が解けて

しまう魔法少女達惨殺（悪魔

化かも）

・この出来事がオムニスに

とって強いショックな出来事

であったと扱う

 └5と6での増⾧は半分逃避で

あったという雰囲気にする。

 └俺に責任は無い→どうせも

とに戻る、的な論理展開

 └明確に描くのでなく、感じ

られる程度に

・遠のく意識（世界再編）



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

再び気づいたのは白部屋。前回と同じ流れに起きてすぐに事態を理解し

たとびおは、カミサマンに何が起きたか聞く。「大したことは起きてい

ない」と花織の時と同じセリフを吐くカミサマン。それだけ聞くと、話

を続けずに急いでセイラの安否を確認しに行く。

前回と一緒であれば、セイラは無事なはずだと考え（そうであってくれ

と願う部分もある）、今度はすぐにセイラのところに向かう。やはりセ

イラは無事で、セイラが襲われる前に、陽彩が敵が生き残っていること

に気づいて助けたという。その話を聞いて、１人で考え込んでしまうオ

ムニス。セイラが「どうしたの？」と問うが、「何でもない」とごまか

すオムニス。「自分だけに起こった悪魔化した事実」だけが「無かった

目が覚めたら白部屋。いつものようにカミサマンが居た。

『馬鹿じゃないの？ あんたが魔法少女にしたんだから、あんたがやられちゃったら魔法少女じゃなくなっちゃうでしょ？ バーか』的

な事を言ってくる。『ん？ ハッ、まーた慌ててる』『大丈夫、おんなじ』『大したことは起きてない』『なーに、不思議そうな顔して

んの』『自分でやったことでしょ？』バツンと電源が切られるように意識が飛んだ。（場面転換）

『――くそっ！』急いでカラオケルームに向かうと、やっぱり何事も無い花織と魔法少女達がそこに居た。

それを確認し、焦っていた気持ちが急に冷静になっていくオムニス。『オムオムおそ～い！』『……花織』『ん？ どうしたの深刻な顔

で』『からだ、おかしなとこないか？』『無い、、けど』『例えば、なんか熱っぽいとか。血がドバドバでちゃうとか』『……』（ここ

めっちゃセクハラっぽい語彙チョイス）

『……最低だな、この物体』『ぁ』語彙のチョイスをミスったことに気付くオムニス。『いや、ちが…』

悪魔通知。『はい、最低物体は置いといて行きましょ』『ちょ、ま―』疑問を抱えたまま、悪魔討伐に向かうオムニスであった。

アジト。陽彩を仲間にしたことで、次の候補者の話題が出る。次の候補

者の情報を礼のごとくオムニスに求めるメンバーたち。１人で悩んでい

るオムニスは、上の空で突っ込まれる。話を聞き直し、次の候補者の情

報は次の悪魔退治の時までに調べておくと約束する。

後日。悪魔退治に出かけようとする途中。つぎの候補者に関しての情報

をオムニスが共有する。次の候補者も近くの学校に通っているという。

その学校は私立聖チャールズ学院。早速コンタクトを取ろうと言う話に

なるメンバー達。

記憶違いではない。それがオムニスの結論であった。

確かに、今回も魔法少女達の記憶と自分の記憶は食い違っている。悪魔は倒し、被害は無かった。そうなっている。しかし、『今回も』

だからこそ確信できる。アレはあったのだ、あったけど、何がしかが起こって『無かったこと』いや、『都合がいい状態』に改変されて

いる。

そうオムニスが思い至るのに時間は掛からなかった。

問題は、どうして、どういう理由で、改変が起こったかだが……。『まーた、オムニスがボケっと何も喋らなくなったよ』『そういう時

期なんじゃない？』『ほっとこほっとこ』そんなオムニスの思案とは無関係に。

魔法少女たちの日常は続いていった。

数日後。私立聖チャールズ学院の校門前に集合する面々。陽彩は「自分

のときもこんな風に集まっていたのか」と話題を振り、「完全に怪し

い」とコメントする。それでも物怖じしないいろはを筆頭に、強気で候

補者を探すことに。今回は最初からオムニスに外見の特徴（巨乳でピン

ク髪のギャル）を聞いておいたので、すぐに候補者（りり）が見つか

る。学校から出てきたりりにいきなり話しかけると、最初は訝しそうな

表情を見せつつも、基本的にオープンで面倒見のいい性格なので、詳し

い話を聞いてくれることに。

一通りの説明を終えると、少し考え込むりり。しかし、すぐに「なんだ

か嘘ついてるふうには見えないし、話が本当なら面白そうだから」とい

うことで、協力的な姿勢を見せる。一度見学することに。

今回はオムニスはやたらと『記憶が食い違っている』と主張はしなかった。ただ、黙って考えを巡らせるばかり。そんなオムニスの思案

とは無関係に、少女たちは『悪魔退治』『日常』『魔法少女探し』と忙しい日々を過ごしていく。

そんな中で、オムニスは一つの仮説を立てていた。

普通に考えれば、あの意味不明な偉そうなガキが何かしてるって考えるべきだ。だけど、あいつは言っていた。『自分でやったことで

しょ？』だから、もしかすると。

仮説を検証するには、実験がいる。そう、オムニスは思っていた。

数日後。悪魔退治にりりを同伴させ、隠れて見学させることに。

オムニスを初めて見たりりは「ヤバイなにこれうける」とか言いながら

楽しそうに非現実を受け入れる。魔法少女たちに様子に、前回（陽

彩）、前々回（花織）の悪魔化を思い出してしまうオムニス。悲痛な記

憶が彼を苦し、今回はそんなことがないようにと思い直す。しかし一方

で、これまでの「なかったことになる」という事象が自分の記憶違い

か、それとも事実かに関わらず、彼女たちを守って居ることに代わりは

ないと考えいたる。楽観視し始める部分も。そうやって１人で考え事を

していて、また話を聞いて居なかったことを突っ込まれるオムニス。謝

り、気を引き締め戦闘に臨むオムニス。それを見て変身して臨戦体制を

整えるメンバー達。

少しだけ喋るようになったオムニス。

この辺の高校だと残りはC校か、という話になる。

『あのへん（地域が）は治安が悪い』とグズる花織だが、あんまり一同に気にされずにC校に行くことに。途中、イコとぶつかって

（『おどりゃ』的な？）『あ、このこ知ってる』的なイザコザがあり、C校につくが、そもそも部外者は入れないように警備員が居た。

諦めたところで、悪魔が出現した。

戦闘が終わり、隠れていたりりが出てくる。一部始終を見学していたり

りは、「すっげー！」とテンションが上がっている。「メンバーたちに

聞きまわり、見よう見まねで覚醒する。敵が完全に消えてないことに気

づき、自ら敵にトドメを刺そうとするりり。しかし、逆に返り討ちにさ

れてしまう。りりを捉えた悪魔は、りりを盾にして攻撃してくる。油断

していたメンバーは、パニックになって倒されてしまう。りりが悪魔化

【ここでエロ】。最期にはオムニスも悪魔にやられ、攻撃を受けた時点

でまたもブラックアウト。しかし次の瞬間白部屋で目覚める。３度目で

もはや確認を得た主人公、大したことは起きてないよな？」「そのとお

りよ」と答えるカミサマンであった。

仲間集めに行き詰まった少女たちは、息抜きにゲーセンにでも行こうということになる（全員、ゲーセンになんか行ったことないという

流れ）。『プリクラとかあるんでしょ？』と行ってみるが、たどり着いたのはプリクラとかが置いてあるようなゲーセンじゃなくて、場

末の格ゲー台とかが中心のアングラ感ある方だった。『わーい』と勝手に突き進むいろは、無反応の陽彩、珍しいものを見て楽しげなこ

こあ、呆れ顔のセイラ。怯える花織を無視して一行は突き進んでいく。小一時間が立ったあと、最も熱を吐いていたのは花織だった。

『どーして！ どーして勝てないのぉぉぉお！！』格ゲー台相手に熱を吐く、花織、花織の勢いに怯え始めたいろは。そんな様子を察し

てか、台の向こうで爆笑の声があがった。『あっはっは、ちょーウケるんですけど！』台の向こうから出てきたのはりりだった。という

流れでりりと知り合う。その辺りで、りりの背中にマリアンヌが隠れていた事に気が付く。『うぅ……リア充怖いっす』と怯えて逃げ

行った。なんだかんだ会話を続け、オムニスが見えているようなので魔法少女に誘うが、流石に半信半疑だった。『ゲーム脳ってや

つ？』『そうじゃない』とやり取りする中で、悪魔出現の通知。『とりあえず、見学してみない？』という流れで、りりを連れて悪魔退

治に向かった。

戦闘中。まだ歪みの中。

『すっげ、すっげ』『ほんとに魔法少女やってんじゃん』

大興奮するりり。『これで信じたか？』『信じた信じた』『あたしもやるよ、魔法少女』

あっさりと承諾してしまうりり。

『いいのか？ そんなあっさり』『いーの、いーの』『だってすげーじゃん？ あきらか、こっちがメインじゃん？』『は？』『だから

さ、世の中に主役とか、脇役とかあるんなら、こっちが主役ってことっしょ？』『ʷʷ主役でいられないなんて、我慢できない』『お前

の人生哲学か？』『んーん、ダチの。あたしはただ、退屈なだけ』『……』

悪魔の増援（音とかで表現）。りり、魔法少女に覚醒。

なんかかっこ良いセリフ吐いて戦闘へ。

戦闘後（ほぼ残党狩り中）。調子にのったりり（若干、チュートリアルで力に溺れたいろはっぽいのと似た感じ）が、逃げようとした残

冬悪魔を追いかける。『おい、勝手に一人で―』と言いかけるが、思わず言い淀むオムニス。

（もしかしたら、俺の仮説がわかるかも……）

スチル挿入①：『何、馬鹿なこと考えてんだ…』と自己否定した矢先、りりが捕まった。『ぁ…』助けを呼ぼうと見渡すが、他の魔法少

女達から離れた場所かつ悪魔の対応に追われていて……。

●りりRシーン（人型エネミーに犯される）

遠のく意識の中。オムニスはその惨劇を、どこか冷めた感情で見つめてしまう自分を感じていた。

次回予告。

ep1:

目が覚めたら白部屋。いつものようにカミサマンが居た。

『馬鹿じゃないの？ あんたが魔法少女にしたんだから、あんたが

やられちゃったら魔法少女じゃなくなっちゃうでしょ？ バーか』

的な事を言ってくる。『ん？ おや、また慌ててるねぇ』『大丈

夫、おんなじだヨ』『大したことは起きてない』『なーに、不思議

そうな顔してんの』『自分でやったことでしょ？』

バツンと電源が切られるように意識が飛んだ。

（場面転換）

『――くそっ！』急いでカラオケルームに向かうと、やっぱり何事

も無い花織と魔法少女達がそこに居た。

それを確認し、焦っていた気持ちが急に冷静になっていくオムニ

ス。悪魔通知。疑問を抱えたまま、悪魔討伐に向かうオムニスで

あった。

ep2:

記憶違いではない。それがオムニスの結論であった。

確かに、今回も魔法少女達の記憶と自分の記憶は食い違っている。

悪魔は倒し、被害は無かった。そうなっている。しかし、『今回

も』だからこそ確信できる。アレはあったのだ、あったけど、何が

しかが起こって『無かったこと』いや、『都合がいい状態』に改変

されている。そうオムニスが思い至るのに時間は掛からなかった。

問題は、どうして、どういう理由で、改変が起こったかだが……。

そんなオムニスの思案とは無関係に。魔法少女たちの日常は続いて

いった。

ep3:

今回はオムニスはやたらと『記憶が食い違っている』と主張はしな

かった。ただ、黙って考えを巡らせるばかり。そんなオムニスの思

案とは無関係に、少女たちは『悪魔退治』『日常』『魔法少女探

し』と忙しい日々を過ごしていく。そんな中で、オムニスは一つの

仮説を立てていた。普通に考えれば、あの意味不明な偉そうなガキ

が何かしてるって考えるべきだ。だけど、あいつは言っていた。

『自分でやったことでしょ？』だから、もしかすると。

仮説を検証するには、実験がいる。そう、オムニスは思った。

ep4:

少しだけ喋るようになったオムニス。

この辺の高校だと残りはC校か、という話になる。

『あのへん（地域が）は治安が悪い』とグズる花織だが、あんまり

一同に気にされずにC校に行くことに。途中、イコとぶつかって

（『おどりゃ』的な？）『あ、このこ知ってる』的なイザコザがあ

り、C校につくが、そもそも部外者は入れないように警備員が居

た。諦めたところで、悪魔が出現した。

ep5:

仲間集めに行き詰まった少女たちは、息抜きにゲーセンにでも行こ

うということになる。そこでりり、マリアンヌと遭遇。マリアンヌ

はすぐ居なくなるが、りりとは接触、魔法少女に誘い、とりあえず

見学の流れ。

ep6:

戦闘中。まだ歪みの中。

『すっげ、すっげ』『ほんとに魔法少女やってんじゃん』

大興奮するりり。『これで信じたか？』『信じた信じた』『あたし

もやるよ、魔法少女』

あっさりと承諾してしまうりり。

悪魔の増援（音とかで表現）。りり、魔法少女に覚醒。

なんかかっこ良いセリフ吐いて戦闘へ。

ep7:

戦闘後（ほぼ残党狩り中）。調子にのったりり（若干、チュートリ

アルで力に溺れたいろはっぽいのと似た感じ）が、逃げようとした

残冬悪魔を追いかける。『おい、勝手に一人で―』と言いかける

が、思わず言い淀むオムニス。

（もしかしたら、俺の仮説がわかるかも……）

『何、馬鹿なこと考えてんだ…』と自己否定した矢先、りりが捕

まった。『ぁ…』助けを呼ぼうと見渡すが、他の魔法少女達から離

れた場所かつ悪魔の対応に追われていて……。

●りりRシーン

遠のく意識の中。オムニスはその惨劇を、どこか冷めた感情で見つ

めてしまう自分を感じていた。

次回予告。

5

ドウゲン

ザカリ

ピート

また気づけば気

を失っていると

びお。少女たち

のもとへ向かう

と、セイラも無

事で、陽彩も仲

間になってい

る。「なかった

ことになってい

る」ことに気づ

くとびお。

Cチームとの接

触をはかると、

面白そうだとり

りが話を聞きに

やってくる。り

りをバトルに同

伴させて、隠れ

て見学させる。

バトルの最後

で、りりが覚醒

し敵にトドメを

指す。が、指し

きれず道連れに

されてりりが悪

魔化する。が、

やはり気を失う

とびお。戻って

見るとやはり無

事なりり。

※悪魔化はR

シーン。

・オムニスの悩みは大事

だが、それでテンポを失

うわけにはいかないの

で、その重い雰囲気に流

されないようにしたい。

（重い雰囲気そのもの

が、ユーザを連れて行く

要素になるようなテーマ

の話ではないと思われ

る）

・りりに目星を付けてか

ら、りりが魔法少女にな

るまでに、特に障害もな

いのに⾧い気がする。

・そもそも能力の理解そ

のものが難しいので『な

かったことになる』とい

うようなミスリードは基

本しないほうが良い気が

します。（普通に情報小

出しにするだけでミス

リードになる気がしま

す）

・今後のため、もう少し

候補生を出しておきた

い。

・また花織を犠牲にして

おくことで、デジャヴ感

を強めに。

・オムニスの思考が先に

進んでる感を出す（同じ

ところをグルグル回って

るような形にすると、読

者のイライラ感が増すの

で）。

・カミサマンの言葉から

ヒントを拾う（自分で考

えてる感を出したい）

・多少、C校そのものの個

性を出す

・りりをゲーセンキャラ

にして、オタクがワン

ちゃん行ける感を強める

（オタクコンテンツの

ギャルキャラってそうい

う枠で使われることが多

いので）。

・りりの台詞から、若干

のイコとの繋がりとキャ

ラ性を出す（いいキャラ

感を強める）。

・オムニスの目線を冷め

た感じにし、魔法少女達

に心が行ってない感を出

す（７・８章のため）。

・繰り返しの絶望と、謎を考

えるための準備とミスリード

・起きたら白部屋

・再びカミサマンを問い詰め

るも、大した情報は得られな

い

 └４章で深まった疑問に何も

答えてくれない。

 └ただ、考えるヒントくらい

は出す。

・確認しに行くと、今度も魔

法少女達は全員無事だった。

そして、全員が自分とは異な

る記憶を有していた。

 └ここで、確信を持つための

準備。

・自分だけ夢でも見ていたの

かそれとも……と自分の能力

を意識し始めるとびお

 └『自分の能力なのでは？』

と思い始める。

・この辺で魔法少女候補とニ

アミスしたり、早めに出しと

きたい奴らを出しておく

 └依子が花織を「おど

りゃっ！」ってつきとばすと

か、陽彩と下校中のエリザが

オムニスをチラ見するもシカ

ト、とかetc

・そんな中りりやマリアンヌ

と出会う、「りあ充こわいっ

す」とか言って速攻逃げるマ

リアンヌを尻目にりりは軽い

感じで仲間になった。

 └りりを印象づけるために何

か、多少仕込みが必要。

 └めっちゃ良いやつだと、

ユーザもキャラたちも思うよ

うな流れで仲間になってほし

い

 └どっちかというと、自分の

ためというより魔法少女達の

事を思って、くらいのほうが

良いかも。

 └文字だけでも、りりという

キャラを覚えて置けるように

せねば（現状だとそうならな

い

 └りりは、もちろん魅力的な

キャラとして登場させるが、

物語の役割的にはオムニスの

実験の検証役的な存在に。

・りり、軽々と魔法少女に覚

醒

 └この辺からお約束はすっ飛

ばすか？

 └キャラごとに固有のやり取

りがあるならすっ飛ばさない

けど、グラ上の仕込みが無い

し、設定的にもないし。

 └本文状況による。

・りり初戦後、残党悪魔に捕

まってセクロス

・遠のく意識（世界再編）

 └ここで、オムニスは「まぁ

いいや、これで仮説が正しい

か分かる」という心持がどこ

かにある風に描く。

 └どこか冷めた風？（糞の片

鱗見せる感じ？）



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

りりの安否を確認するために直接りりのところに行く。これまでと違

い、落ち着いているオムニス。果たしてりりは無事だった。

場面変わって白部屋。とびおは「なかったことになる」ことに確信を持

ち始めていた。もっと大胆に、より効率的に動くべきだと考える。そこ

で、まず仲間集めを先行させ、「残りの候補者」を覚醒させることを目

標に置くとびお。カミサマンに残りの候補者の数を確認する。その情報

によると、陽彩とりりの周りにあと３人ずつ、計６人の候補者（その特

徴も解る）がいると解り、その覚醒を急ぐことを決める。カミサマンは

そんな様子をいつも通りの冷ややかな目で見ていた。

目覚めると白部屋。カミサマンがとうとうと何事か話してくるが、どうでも良い感じを出す。ムッとしたカミサマンが『……心ここにあ

らずか』と舌打ちし、バツンと電源が切られるように意識が飛んだ。

（場面転換）

『さて、と』これまでよりもずっと落ち着いた様子でカラオケルームに向かう。と、当然のように何事もない魔法少女達。勿論、りりも

無事。その様子を見て、もはや問答の必要もない判断し、オムニスは確信した。『俺は都合の良いように事実を作り変える能力を持って

いる』と。

黒猫は一気に仲間にしてしまおうと訴えかける。候補者は全員陽彩とり

りの学校のメンバーで、奇跡的に２人が知っている人物ばかりだった。

２人それぞれに説得をお願いするオムニス。陽彩と同じ生徒会の３人を

誘う。謎の生物に驚きながらも、と前向きに捉えてくれる。だが、流石

に「危険なのではないか」という話の流れに。しかし、「絶対安全だか

ら、俺が守るから」と多少強引に協力を取り付けるオムニス。翌日、聖

チャールズ学院で、残りの３人を誘うオムニス。りりの人望や、面白そ

うだという理由などで乗り気の３人。「安全は保証する」「お前は役に

立たないだろ」と突っ込み笑いが起こる。それを思わず本気で否定する

オムニス。オムニスがはたと我に返って謝ると、笑って許してくれるり

り。

『俺は最強の能力を持っている』その確信が、オムニスを楽観・増⾧させた。『おーし、最近遊べてないし、今日はみんなで息抜きにで

も行こうぜ！』『ありゃ、オムにゃんからそんな事言い出すなんて珍しい』『待て、息抜きは大事だが、根本的な疲労の原因は人手不足

だ。遊びよりは、魔法少女の捜索を優先したい』『なーに言ってんだよ。大丈夫だ』『根拠を』『俺がいるからだよ』『？ 何の根拠に

もなっていない』『はっは、それはお前らが何を分かっていないからだ』『『『……？』』』『つまり―』

説明を求められる空気に自分の確信を話しかけるが、考え直す。よくよく考えれば、この一連の流れを観測できてるのはこの場では俺だ

けだ。説明自体非常に面倒だし、自分が殺されたり悪魔になったりした話をされるのは……不愉快だろう。

『――根拠はなくても、大丈夫なんだ』『はは、おっかし。アンタなんもしてないのに』『……』少し、引っかかったが。（……ま、そ

ういうことでいい）。『ʷʷとにかく、大丈夫だ』力強く、そう言い切る。陽彩は訝しげな顔をしたが、食い下がっては来なかった。力

強く笑った先、花織やりりやいろは達、みんなの表情の先に、罪悪感の残骸（悪魔化スチル）がチラつくが。

オムニスはそのままその感情に蓋をした。

新メンバーの見学を兼ねて、特異点の討伐に乗り出そうと提案するオム

ニス。既存のメンバーたちが、「いつもどおり普通の悪魔を減らしてか

らがいいのでは？別に見学も普通のあくまでいいだろうし」と半ば反対

する。しかし、「せっかくメンバーが増えるチャンスだから、もっと強

気に出た方がいい。これからはもっときつい戦いになるはずだから」と

強硬論を主張するオムニス。慎重派と強硬派で意見が別れて議論になる

が、最終的には「これからきつくなるなら、早い内に今取り除ける障害

を片付けておいたほうがいい」という論調になる。そんな中で不安そう

にしているメンバーもいる仲、「絶対大丈夫」と理由のない強気さを出

すオムニス。

陽彩は、例の出来事から『魔法少女を増やすべきだ』という主張をあまりしなくなった（オムニスはその理由をなんとなく察している

風。詳しくはこの章の後のepで）。他の魔法少女たちも、以前と比べれば楽な状況にそれほど必要性を感じていないようだった。オムニ

スはオムニスで、楽観さを崩さない。

（ここで、適当に各キャラごと数クリックで終わる楽しげな日常を挟む）

楽勝だと、どうにでもなると、そう思っていた。

回想。特異点を探そうとして途中で普通の悪魔に遭遇してしまう。突然

の遭遇戦になり浮足立った状態になってしまった。回想終了。それでも

実力で見事ザコを倒し、その後すぐに特異点を発見。そのまま戦闘にな

だれ込む。しかし、猛反撃に会い花織が悪魔化してしまう。前と同じよ

うにブラックアウトする視界。白部屋で目覚めて、次の日も同じよう

に、もう一度特異点にいどむが、今度はセイラが悪魔化してしまう。そ

してブラックアウト、からの白部屋で覚醒。もうセイラの安否確認にさ

え行かない。２度もの失敗に、「流石に厳しそうだ」と考えたとびおは

一旦今まで通りに普通の悪魔を減らすことに方針を切り替える

しかし、増⾧と慢心は。勝てるものも勝てなくしていた。ある時の戦闘後。

『ʷʷんっ、きゃぁあああああ！』『あ、セイラちゃん！！』

●セイラRシーン（アラクネに犯される）（ここはまともに描写）（場面転換）

『……はぁ、やっちまったか。まぁいい』カラオケルームへ行く。

『おーい』『あ、オムオム』『セイラは、無事……と』『？ 何当たり前の事言ってるの？』『いや、いいんだ』

分かってた事だ。『いやー、昨日の悪魔退治は大変だったな。数が多くて』『……？ 何言ってる？ 昨日は悪魔討伐などしていない』

『は？』その時、悪魔出現通知。『特異点……出現場所、道玄坂上。って、昨日と同じ…』

『ほら、行くよ』と立ち上がる魔法少女達。

あわてて付いていくと、昨日と全く同じ悪魔達が居て。

『どういう事なんだ…』考えるより先に、戦闘は始まった。

方針を変更したことをメンバーに伝えるオムニス。メンバーからはころ

ころと方針を変えるオムニスに疑いの声をあげ、理由を問うものも。本

当の理由を隠す（言っても解らないと思っているから）オムニス。翌

日、普通の悪魔との戦闘。勝利する。また翌日、同様に勝利。それを何

度か繰り返した後、、もう一度特異点との戦闘に臨もうとするオムニ

ス。しかし、駄目。

何度トライしてもうまくいかないことに焦りと憤りを露わにするオムニ

ス。「まだ足らないのか」とまた普通の悪魔の討伐に方針を転換する。

そのオムニスの態度に少しずつ不信感を抱き始めるメンバー。「最近オ

ムニスがおかしい」と言葉にするものも現れる。

分かった事がある。それは、日にちは進んだけど。魔法少女は無事だけど。いつもみたいに悪魔を倒したことになどなっていないと言う

ことだ。ただ、悪魔の出現する日にちがズレていくだけ。だから何度も何度も同じ悪魔達と戦うことになり、負け続けた。

『ぁ、あぁああ…』その繰り返しは、『きゃぁあああ』『カオリン！』

●花織スチル（ちらっと見せるだけ）

『うわぁああああ』『りりちゃん！』『……またか』どんどん感情を摩耗させていって。

●セイラスチル（ちらっと見せるだけ）

そのうち、贖罪の感情は……。

●惨殺スチル（ちらっと見せるだけ）

『ʷʷくそ、どうしてうまくいかないんだ！』

……ただの、苛立ちへと変わっていった。

何度やってもうまく行かず、苛つき出すオムニス。オムニスは彼女たち

を助けるというお題目のもとで、彼女たちを傷つける挑戦を続けるよう

になっていた。何度めかの特異点との戦闘中に、旗色が悪くなり敗北を

予感するオムニス。「どんなにやってもだめなのか」敗色濃厚な少女た

ちをただ眺めている。その中で「残りの候補者たちを覚醒させてしまえ

ば」と乱暴な結論に至るオムニス。追い詰められる花織。余裕がなくな

る他の少女たちを、もはや若干呆れた目で見ながら残りの６人の候補者

たちを覚醒させようとする。怖がって拒絶する候補者達。明確な否定の

言葉を聞いた時、急に意識が遠ざかってブラックアウトする。白部屋で

目覚めたとびお、戻ると、まだ特異点との戦闘は継続していた。

『ʷʷくそ！ また勝てなかった！！』勝てない。どうしても勝てない。季節はもう春から夏に変わろうとしている（これを一月ほど経

とうとしている、にするかは検討）。いつまでこんな事を続ければいい。苛立ちがピークに達したオムニスは、陽彩に詰め寄った。『お

い！ 魔法少女を増やすぞ！！』『……私は最初からそう主張している、否定したのはお前だ』『すっとぼけてんじゃねーよ！ お前が

魔法少女候補を隠してるのは知ってるんだ！！』『……』それなりに衝撃を受けたメンバーもいる中、オムニスは続ける。蒼・丹・エリ

ザがオムニスが見えていてたと知ってて陽彩が黙っていたことを。攻めるような口調のオムニスに、りりが割って入る。それにも怒るオ

ムニス『お前も黙ってたろうが！』イコとマリアンヌが見えていた事を、りりは黙っていた。

この暴露会は、魔法少女たちにそれなりの衝撃を与えたらしい。怒り狂うオムニス。魔法少女たちにはオムニスの言動は異常にしか見え

ないだろうが、オムニスにとっては知ったことではない。そのまま、候補者を勧誘する流れに。しかし、全員にすげなく断られる。結局

６人だけで悪魔と戦うことになり。当然のごとく負けた。『畜生、あのメス共。あいつらが大人しく魔法少女になりさえすれば、こんな

事には』そんな罵倒の残骸に飲まれながら、オムニスは意識を失った。

今度こそついに特異点を倒すことが出来た。しかし、オムニスに対する

少女たちの反応は冷ややかだった。「どうしたんだ」と少女たちに問う

オムニス。少女たちはオムニスに対して「今まで無理強いなんてしな

かったのに」と非難の声をぶつける。いわれのない責めを受けていると

感じて、半ば憤りを露わにする。それに対して冷たい視線で答える少女

たち。オムニスは連れてきていた候補者達の姿が見えないことに気付

く。「候補者達はどこか」ととう黒猫。それを「信じられない」と返す

少女たち。そこに現れる覚醒済みの候補者達。悪魔と対峙した恐怖に泣

き出してしまうマリアンヌ。それを心配する少女たちがマリアンヌに駆

け寄る。１人事態が飲み込めず、呆然とするオムニスであった。

目を覚ますと、今回は白部屋でなく現実空間の歪みの中だった。どうも今回は当たりを引いたらしい。悪魔は全部倒されているし、魔法

少女達も無事だ。さすが俺と、自画自賛しつつ魔法少女達に近づく、と、様子がおかしい。

（あれ？ 目線が痛い……そもそも）ひぃ、ふぅ、みぃ、よぉ、いつつ、むっつ、ななつ……って、おいおい！

『――魔法少女１２人になってるんだけど！？』一体、どういうことだ……？『――最低』吐き捨てたのは、花織だった。

『幻滅したよ、オムにゃん』『酷いわ』『……』『最悪……って、こういう事？ 笑えない』『……この咎はいつか支払わせる』

え？ なっ…。怒りをぶつけてくる６人。『わだし、わだじ、ごわがった…』『よしよし、落ち着いてマリアンヌちゃん。あの最低な丸

いのは、こらしめてあげるから』etc.入れようとした５人も怒り心頭で。何より。はなび『……詰まった糞袋が浮いてる。それがお前の

評価だ』（初登場）――お前は、誰だよ！？ ――一体、何が起こったっていうんだよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

お！！！！！！！！！？

となって、次回予告。

ep1:

目覚めると白部屋。カミサマンがとうとうと何事か話してくるが、

どうでも良い感じを出す。ムッとしたカミサマンが『……心ここに

あらずか』と舌打ちし、バツンと電源が切られるように意識が飛ん

だ。

（場面転換）

『さて、と』これまでよりもずっと落ち着いた様子でカラオケルー

ムに向かう。と、当然のように何事もない魔法少女達。勿論、りり

も無事。その様子を見て、もはや問答の必要もない判断し、オムニ

スは確信した。『俺は都合の良いように事実を作り変える能力を

持っている』と。

ep2:

『俺は最強の能力を持っている』その確信が、オムニスを楽観・増

⾧させた。増⾧により、仲間探しを中止させ、急に主導権を取り始

めるオムニス。小さな罪悪感がチラついたが、無視した。

ep3:

陽彩は、例の出来事から『魔法少女を増やすべきだ』という主張を

あまりしなくなった（オムニスはその理由をなんとなく察している

風。詳しくはこの章の後のepで）。他の魔法少女たちも、以前と比

べれば楽な状況にそれほど必要性を感じていないようだった。オム

ニスはオムニスで、楽観さを崩さない。楽勝だと、どうにでもなる

と、そう思っていた。

ep4:

しかし、増⾧と慢心は。勝てるものも勝てなくしていた。

ある悪魔に惨敗するオムニス達。意識を失い、また都合よく変わっ

たと思えば、まだ悪魔と戦っていない事になっていた。

ep5:

分かった事がある。それは、日にちは進んだけど。魔法少女は無事

だけど。いつもみたいに悪魔を倒したことになどなっていないと言

うことだ。ただ、悪魔の出現する日にちがズレていくだけ。だから

何度も何度も同じ悪魔達と戦うことになり、負け続けた。

そして、焦りは苛立ちへと変わっていった。

ep6:

苛立ちの限界に達したオムニスは、これまでわざと見逃していた魔

法少女候補達を仲間に引き入れようとする。抵抗する陽彩とりりだ

が、怒りで説き伏せ、強引に勧誘に行く。しかし、すげなく断ら

れ、結局６人で立ち向かい、惨敗。『ちくしょう、あいつらが大人

しく魔法少女になれば……』そんな気持ちを抱いたままオムニスは

意識を失った。

ep7:

目を覚ますと、今回は白部屋でなく現実空間の歪みの中だった。悪

魔は全部倒されているし、魔法少女達も無事だ。今回は当たりだ。

自画自賛しつつ、魔法少女達に近寄ると。様子が違った。

めちゃくちゃ罵倒されるし、覚醒させた覚えがない連中が覚醒して

るし、知らないやつが一人いるし、『一体何がどうなった？』

という状況で次回予告。

6

ナンペイ

ダイイ

ディオッ

ト

自らの能力に確

信を持ち、楽観

的になり始めた

とびおは、安全

だと言いB、C

チームの残り全

員を一気に誘お

うとする。バト

ルも強そうな敵

にも果敢に挑む

ようになり、慎

重さを欠くよう

になる。バトル

の度に誰かが傷

つくが、「無

かったことに」

できると考えて

いるとびおは軽

率なまま。強敵

にも何度か挑戦

し、その度にや

り直す。しか

し、何度目かの

挑戦ですでに覚

醒したB、Cチー

ムの全メンバー

が現れ、協力し

て見事敵を倒

す。

B、Cチーム全員

が覚醒済みであ

ることに驚くと

びお。しかしと

びお自身が無理

矢理覚醒させた

と言われ、全員

から非難の目を

向けられる。

・やはりカミサマンに候

補者の事を教えてもらう

のはご都合主義が強く避

けたい。

・特異点を任意で探せ

る、という状態は避けた

い。

・オムニスの増⾧の表し

方は『仲間集め』をやめ

ようで表現

・オムニスのキレ芸はり

りの言葉からではなく、

陽彩とりりが候補者を

黙っていた事にする。

・上記により、魔法少女

になることはリスクのあ

ることであると魔法少女

達も理解していると、

ユーザにも認識させる。

・やられスチルの繰り返

しで、映像的にも繰り返

してることを強調。

・オムニスの魔法少女道

具感を強めに出す。

・沢山の疑問が出て、解

消されない問題を、もっ

とドでかい疑問を叩きつ

けることで解消し、次回

への引きとする。

・つまり、初登場キャラ

が魔法少女化して、堂々

と出てくる。

・とびおのミスリード的確信

と、過信。状況の大幅転換。

これまでの違う結果と、離

散。『どうしてこうなった』

感を出す

・白部屋で目覚め、カミサマ

ンは無視して安否確認

 └ほぼ『能力』に確信を持っ

ており、カミサマンとの問答

よりも確認作業を優先

 └後ろで、カミサマンが結構

重要な事を言ってるが無視気

味。

・無事を知り、自身の能力を

確信！

・過信により、少女達の危険

を省みなくなる→既存のメン

バーをバンバン死なす→とり

あえず、最初はセイラのセク

ロス（ここはまともに描写）

 ┗何度も何度も負け、これま

で使ったRシーン（orスチル）

を使いまわして、何度も悪魔

化して、繰り返しを表現（や

たら、花織が多めに悪魔化す

る）。

・イラつき始めたオムニス

が、「数が足らん数が！」と

なって、魔法少女を追加しよ

うとする。

 └これまでの流れで、大体目

星は付いてるという流れ。

 └つまり、これまでのちょい

だしの段階で「オムニス見え

てる風」を出しておく。

・残りのメンバーを一気に説

得しようとするが、全員に拒

否される（or一人一人２ク

リックくらいで拒否）

・説得の中にはなびは居ない

（これまでも登場していな

い）

・どうにもならず、元のメン

バーだけで戦闘。

・当然負ける

・世界再構築

・目を覚ます

・悪魔は倒されており、少女

たちは１２人揃っており、全

員魔法少女化していた

（その中には、あった事も見

たこともないはなびもいる）

・ただし、オムニスが無理や

り魔法少女化したことになっ

ていた

 └はなびにかなり強めに『糞

が』と言われ、『まずお前は

誰なんだよ！？』となって次

章への引きとする。



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

「なかったことになる」のではなく「別の事が起きたこと」になってい

ることに薄々気づいているとびお。後日。アジトにいくと、いろはが１

人だけ先に到着している。自分が何をやらかしたのか記憶がなく、いろ

はにあの日の出来事を聞く。いろはが言うには、「候補者たちをオムニ

スが無理矢理覚醒させ、戦闘に参加させた」という。「本当に自分が

やったのか……いや、悪い」と謝るオムニス（言ってすぐに、これまで

だって自分の知らないうちに事実が書き換わってたことに違いがないこ

とに気付く）。いろはに、自分の体験した「事実の改ざん」に関して話

をしようとした時に、花織や他のメンバーが入ってきて話が途切れてし

まう。悪魔退治をしてもらえるが、メンバーはオムニスに対する疑いを

気が付くと、白部屋にいた。『うはは、うはははははは』と大笑いのカミサマン。一通り笑った後、カミサマンが能力の法則性について

教えてくれる。理解できたことは、やっぱりオムニスの能力で繰り返せていたことと、『都合が悪い事を都合がいい状態に完璧に変え

る』というほど都合がいい能力ではなかったということ。『都合が良いか悪いかはお前が判断するんじゃないんだよ』『……ま、どうい

う事だったかは。お前が自分で確認してこい』バツンと、電源が切れるように意識を失った。（場面転換）

バッドな気分でカラオケルームへ向かうと。いろはだけが居た。『ぁ、オムオム…』いろはから何があったのか詳細を聞くと、オムニス

の知らないオムニスは結構色々とやらかしていたらしい。あの後、狼狽えた俺は、電源が落ちたかのように動かぬボール球になになり、

みんなにボコボコにされてる間に消えたようだ。その後、誰からともなく『解散！』の声が掛かり、魔法少女達は履けてったらしく。

『……で、誰も居ないと？』『そう』『悪魔はどうすんの？』『それはどうしようもないから戦うみたい。でも、限界ギリギリまでオム

オムの顔を見たくないらしくて』『私が連れてく担当』『……なるほどね』すごい複雑な感情に苛まれながらも、オムニスは正確な状況

の把握と関係再築のため、少女達に謝りに行くことにしたのであった。

白部屋。頭を抱えるとびおにカミサマンはこともなげに「知ってた」と

答え、驚くとびお。カミサマンはこの事象の説明をしてくれる。それに

より「世界の可能性を渡る」というのがとびおの能力であることが解

る。これまでは「少女の悪魔化を避けたい」という心理だったが、今回

は「もっと仲間を増やしたい」という心理が働いたということだ。この

世界では結果的に危機を退けるが、彼女たちを無理に同意させ、危険に

晒してしまったのだという。思った以上に都合の良い自分の能力に驚き

ながらも、悪びれもせず「助かったからいいじゃないか」というとび

お。カミサマンは「傷つけた（悪魔化させてしまった）事実がなくなっ

た訳ではない。置き去りにしてきただけだ」とたしなめる。

『ごめんな、いろは。お前だって俺の顔なんてなるべく見たくないだろうに』『……んー、私は、そうでもないよ。オムオムがやったこ

とは褒められたことじゃないけど。それでも、そうしなきゃいけない事情があったんだと思う』『実際、この間の悪魔。６人じゃ無理

だったと、私は思うから……』『いろは、お前―』（こいつ、以外とただのバカってわけじゃないのかも……。）『着いたよ』オムニス

がいろはを見直しかけたタイミングで、目的地に到着した。『――C校名物。校内ギャンブル場』私立聖チャールズ学院。創立２２周年

を迎える新興校であり、その教育理念は独特だ。この学園では少々勉強やスポーツが出来ても誰も評価しない。何よりも個性を重視する

この学園では――云々――それは、ここぞという時の勝負強さ。つまり、『――ギャンブルの強さだ！』『って、知らねーよ！ なんだ

その設定はっ！？』『はなびちゃんがそう言ってた』『自己申告じゃねーか！』案内されたのは、ただの校内の外れにある掃除用具室

だった。『……っ、お前』『よぉ』居たのは、環 はなび。この間が初対面の、全く全然知らない１２人目の魔法少女だ。こいつが、一

番情報が皆無だからまずはこいつからだな。という流れで、はなびを色々と説得。最終的にはギャンブルで決着を付けようぜ、という形

で説得成功し、カラオケルームに集まると約束させる。

予想以上にチートな自分の能力に自信を持つ（カミサマンの説明を都合

よく信じる）とびおだったが、確かにカミサマンの言うとおり、（事実

としてなくなってしまうにしろ）何回も彼女たちを見捨ててきたことに

罪悪感が芽生える。自分の能力だけでは彼女たちを守ることが出来ず、

結局は彼女たちに協力してもらわないといけないと結論付け、どうにか

関係の修復を測る。

まず自分に出来ることは、謝罪と対話しかないと考えとにかく話すこと

に。まずオムニスが向かったのはいろはのところだった。いろははあっ

けらかんと迎えてくれたが、「守ってあげたい」という恩着せがましい

黒猫に対し、「みんな自らの意志で戦っている」と釘を指す。

『うっし、さーて、次は――あの、メガネにしとくか』

という流れでマリアンヌへ。りりも若干登場するが、途中退場。「この世界は絶対に美しいはずっす」というセリフが映えるようなエピ

ソードを挟み、彼女のオタク心をくすぐる形で説得していき、許せないながらも納得させる。いろはを説得に役立つように動かす予定。

戦闘のあと、今度は花織を呼び止めて対話する。

先日のことを詫びるオムニスの言葉を、苦笑いで受け流すように受け答

えする花織。花織のそんな反応を見て、食い下がるオムニス。その姿勢

に親愛と自信、誠実さが伝わって来るため、しょうがないと一旦協力す

ると約束する。ただ、当時のオムニスのあまりに自分勝手な行動を指し

て批判する花織。花織自身の性分にも似た部分があるため、オムニスが

何かに１人で苛立って試行錯誤していた頃が分かっていたが、それは大

抵うまくいくことは無い、と自身の経験からの教訓を語る。「自分一人

でなんでも背負えると思うな」と批判される。

次に、依估を説得しにいく。依子はアイドルをしており、殆ど学校にいない。バラエティのバーター（最近売れてきた後輩の）で撮影に

言ってるとはなびからマリアンヌから聞いたオムニスといろはは、TV局へ。裏からこっそり侵入し、待合室に行くと、イラついている

依子がいた。

後輩のバーターすらドタキャンされてイラつく彼女を説得する。『――私はまだ本気だしてないだけ！』と宣言させるような話題運び

で、その発言をしてしまった事で納得せざるを得ないような内容にする。

学校帰りのセイラとここあに話しかける。気まずそうなセイラと、にこ

やかだが試すような態度のここあ。素直にあやまることで話を聞いても

らえることに。２人は前からのオムニスを知っているから、最近のオム

ニスが何か１人で考え事をしていたことに気づいていた。その為、比較

的簡単に許しを得ることが出来るが、セイラには「私達を信じられない

なら、私もアナタを信じられなくなる」と釘を刺され、同時にここあに

は「みんなを傷つけちゃだめだからね」と真顔で怒られる。落ち込むオ

ムニス。

エリザを説得に行く。B校のロボット研究会にエリザは居た。『さすが、ヒメ』『さすがヒメ』とご満悦なエリザ。

とりあえず、いろはと乗り込む。オムニスを見て、ヒステリックな態度を取る彼女とドタバタとやり取りする中で説得する。自尊心を刺

激するような説得を行う。

（彼女のやられた内容だけ、他の魔法少女とくらべ、ちょっと大した事なさげで描く予定）

陽彩、丹、蒼に話しかける。蒼と丹は不信感を露わにするが、陽彩が

「とにかく一旦話を聞こうと説得」。神妙な面持ちで謝罪するオムニ

ス。ただ平謝りするオムニス。途中で陽彩が「悪魔は自分たちを襲って

くるため戦わなければならない、それどころか悪魔が溢れれば世界が崩

壊してしまう」という事情を説明し、それによってオムニスが無理矢理

にでも戦う力を目覚めさせたのだろうと助け舟を出し、陽彩からも「２

人を失いたくないから、一緒に戦って」とお願いされる。陽彩に言われ

ては納得せざるを得ない2人。オムニスが「二度と無理強いするような

ことはしない」と誓うと、陽彩も「もう二度とさせないから」と２人に

言う。

蒼を説得しに行く。B校の生徒会室に行くと、蒼が一人で居た。『珍しいな、一人なんて』『ふん、珍しい……なんて言うということ

は、お前、相当覗いてたな』『変態め』図星を付かれてキョドるオムニスだが、蒼のオムニスへの態度はこれまでの魔法少女達と比べる

とまだ柔らかかった。

蒼は陽彩が魔法少女になっている時点で、危険がいくらあろうと魔法少女になることに不服は無かったようだ。ただ、何も話さず、何も

相談せず魔法少女をやっていた陽彩の様子に腹を立てているようだった。そして、その原因はオムニスにあると思っているようだった。

その辺の誤解を解きつつ、説得。書き筋によっては誤解を解かなくていい。『お前（オムニス）は最低だ』『だから、私も魔法少女を

やってやろう』というような流れに持っていく。

今日丹を説得しようとカラオケにいろはを呼びに行くと、丹が既に居た。『貴方って、見た目によらず 大胆な方なのですね』そうやっ

て笑う彼女の目には、小さな怒りが宿っていた。どうも、自分の居ない間に蒼に接触していたのが気に食わなかったらしい。（……この

姉妹は全く。対象は違うが思考回路はほぼ一緒だな）と思いながら、オムニスと会話を始める。特に説得という説得は必要なく、丹は納

得するが、一つだけ約束させられる。『蒼に接触するときは、私を通すこと』と。優しい言葉の狂気に少しビビるオムニスだがそれを承

諾し、丹の説得も完了する。

少女達を説得する中、オムニスは自分がこれまで少女達を道具のように感じていた事に気付く。

彼女たちは、自分の謎を解明するための道具ではなく、一人一人個性のある人間なのだと。言葉や意識としての認識ではなく、感情とし

て、オムニスは気づき始めていた。

というところで、次回予告。

【※はなび以外のエピソードの順序は本編執筆時に前後する可能性

があります。また、それに伴って内容が一部変化する場合がありま

す。（役割的には変わりません）】

ep1:

気が付くと、白部屋にいた。『うはは、うはははははは』と大笑い

のカミサマン。カミサマンの話でわかったのは、『都合が悪い事を

都合がいい状態に完璧に変える』というほど都合がいい能力ではな

かったということだった。（場面転換）

バッドな気分でカラオケルームへ向かうと。いろはだけが居た。

いろはから何があったのか詳細を聞くと、オムニスの知らないオム

ニスは結構色々とやらかしていたらしい。少女達のボイコットが始

まっているようだ。すごい複雑な感情に苛まれながらも、オムニス

は正確な状況の把握と関係再築のため、少女達に謝りに行くことに

したのであった。

ep2:

『オムオムのやったことは、分からなくもないよ』いろはの発言

は、いろはをただの馬鹿だと考えるのは間違いだと裏付けるもの

だった。それとは別に、C校に付く。まずは初対面だったはなびを

説得する。色々あってギャンブルで決着を付け、説得する。

ep3:

『うっし、さーて、次は――あの、メガネにしとくか』

という流れでマリアンヌへ。りりも若干登場するが、途中退場。

「この世界は絶対に美しいはずっす」というセリフが映えるような

エピソードを挟み、彼女のオタク心をくすぐる形で説得していき、

許せないながらも納得させる。いろはを説得に役立つように動かす

予定。

ep4:

次に、依估を説得しにいく。依子はアイドルをしており、殆ど学校

にいない。バラエティのバーター（最近売れてきた後輩の）で撮影

に言ってるとはなびからマリアンヌから聞いたオムニスといろは

は、TV局へ。裏からこっそり侵入し、待合室に行くと、イラついて

いる依子がいた。後輩のバーターすらドタキャンされてイラつく彼

女を説得する。『――私はまだ本気だしてないだけ！』と宣言させ

るような話題運びで、その発言をしてしまった事で納得せざるを得

ないような内容にする。

ep5:

エリザを説得に行く。B校のロボット研究会にエリザは居た。『さ

すが、ヒメ』『さすがヒメ』とご満悦なエリザ。とりあえず、いろ

はと乗り込む。オムニスを見て、ヒステリックな態度を取る彼女と

ドタバタとやり取りする中で説得する。自尊心を刺激するような説

得を行う。（彼女のやられた内容だけ、他の魔法少女とくらべ、

ちょっと大した事なさげで描く予定）

ep6:

蒼を説得しに行く。B校の生徒会室に行くと、蒼が一人で居た。

『珍しいな、一人なんて』『ふん、珍しい……なんて言うというこ

とは、お前、相当覗いてたな』『変態め』図星を付かれてキョドる

オムニスだが、蒼のオムニスへの態度はこれまでの魔法少女達と比

べるとまだ柔らかかった。

蒼は陽彩が魔法少女になっている時点で、危険がいくらあろうと魔

法少女になることに不服は無かったようだ。ただ、何も話さず、何

も相談せず魔法少女をやっていた陽彩の様子に腹を立てているよう

だった。そして、その原因はオムニスにあると思っているようだっ

た。その辺の誤解を解きつつ、説得。書き筋によっては誤解を解か

なくていい。『お前（オムニス）は最低だ』『だから、私も魔法少

女をやってやろう』というような流れに持っていく。

ep7:

今日丹を説得しようとカラオケにいろはを呼びに行くと、丹が既に

居た。『貴方って、見た目によらず 大胆な方なのですね』そうやっ

て笑う彼女の目には、小さな怒りが宿っていた。どうも、自分の居

ない間に蒼に接触していたのが気に食わなかったらしい。（……こ

の姉妹は全く。対象は違うが思考回路はほぼ一緒だな）と思いなが

ら、オムニスと会話を始める。特に説得という説得は必要なく、丹

は納得するが、一つだけ約束させられる。『蒼に接触するときは、

私を通すこと』と。優しい言葉の狂気に少しビビるオムニスだがそ

れを承諾し、丹の説得も完了する。

少女達を説得する中、オムニスは自分がこれまで少女達を道具のよ

うに感じていた事に気付く。

彼女たちは、自分の謎を解明するための道具ではなく、一人一人個

性のある人間なのだと。言葉や意識としての認識ではなく、感情と

して、オムニスは気づき始めていた。

というところで、次回予告。

7

ダイカン

ヤマチー

クリー

記憶にないとび

おは、混乱す

る。カミサマン

の説明によっ

て、自らの「世

界の可能性を渡

る」能力を知

る。今の世界は

「誘った時に無

理矢理合意を

取った場合」の

世界。この世界

では結果的に危

機を退けるが、

彼女たちを酷使

してしまってい

るのだという。

自らの能力で彼

女たちを守るこ

とが出来ると改

めて理解したと

びおは誤解を解

くために、それ

ぞれのメンバー

と対話してチー

ムを纏めてい

く。

※この章で6人と

の対話を描く

・『世界の可能性を渡

る』というミスリード

が、大きな混乱を生んで

いる。カミサマンから聞

いた情報で解釈している

のが特に大きな問題。

ユーザが、何も信じれな

くなると『後出ししか無

い話』になり考えること

（読むこと）を放棄しや

すい。

・罪悪感の芽生え方を

もっとドラマチックにし

たい

・簡単に許されすぎに感

じられる

・魔法少女全体として、

許すのではなく見逃して

やるという風に

・キャラの掘り下げをガ

ンガン行う。

・新しいキャラの方が、

簡単に許しても情報が少

なくユーザも納得されや

すいので、先に新キャラ

から。

・罪悪感を何処か持って

るが、無視して、義務と

して謝りに行く感を出

す。

・その中で、少女たちを

道具でなく人間として見

るようになっていく。

・それぞれを、ある程度

ピンで魅力あるキャラに

見せたい。

・キャラの掘り下げ①

・オムニス大混乱

・「お前信じられねえわ」っ

て魔法少女解散。

・『一体何がなんだっていう

んだ』、白部屋へ。

・カミサマンから軽く「能

力」の法則性について聞く

・驚く

・釈然としないまま、でも関

係構築のため、状況把握と謝

罪を開始する。

・謝罪パート①（キャラ深掘

り）

 ┗いろはは最初からいる

 ┗新しく追加された6人から

スタート

・バトルに関しては、魔法少

女達は嫌だけど仕方なく来た

的な方向で行う。

・一人の謝罪につき、１バト

ルの構成

 └はなびパートは他よりも強

めにやる？

 └もうむしろ、新６人は変わ

らん程度にやってしまうか？

・新規の６人は一旦けじめ付

けたが、仲の深い５人に対し

ては何もできず、もやもやを

抱えたまま次章へ。

＜※新規６人は、割と軽めに

許してくれる＞



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

エリザに話しかける。エリザはわりと気にしていなくて、ちゃんと説明

しなさいと、詳しい説明を求める。「悪魔は自分たちを襲ってくるため

戦わなければならない、それどころか悪魔が溢れれば世界が崩壊してし

まう」という事情を説明を聞いて、「にわかには信じられない」と言い

ながらも、「実際に自分の力や悪魔を見た後では、一旦アナタの言って

いることを信じるしか無いわね」と論理づくで納得する。その後、「私

がやるからには大いに任せろ」と強気に出るエリザ。その対応に本心か

ら謝意をのべるオムニス。「やらなければならないならやる。陽彩が信

じているのであれば相応の筋はとおっているのだろう」と割り切った風

に答えてくれる。

【冒頭】謝罪を通して、魔法少女たちへのお勤めではなく、一個の個人として魔法少女達と触れ合っていくオムニスは、段々と『自分は

本当に彼女たちに無礼な事をし続けてきたのでは？』と思い始める。そして、セイラ・ここあ・陽彩・りり・花織。元から居た６人は、

新規の６人よりも怒りの根は深く、どう対応したものかと思案に暮れていた。【冒頭 終】『うーん、とりあえず、陽彩かな（蒼・丹も

いるし）』と陽彩を説得に行こうとカラオケに行くと、普通に居た。『戻ってきてくれるのか？』『……別に、元々悪魔退治を辞めたわ

けでもないし。拠点に集まれるのに集まらないのは非効率。ただ、それだけ』『……陽彩、俺はさ』『黙って』『……』沈黙が続く。そ

こに、蒼・丹も来た。『陽彩』『陽彩ちゃん』『……やっぱり来た』『そりゃお前がいるからな』『居ないかもしれなかった』『でも、

居たじゃないですか』通じ合う三人。『……僕は、君を信頼したことは一度もない』『うん』『今後も無いと思う』『そうか』『だけ

ど、腹立たしいけど。結果だけを見れば納得はしてるんだ』『……』『嫌いじゃないんだ。こんな風に……嫉妬されるのも、心配される

のも。だから』丹・蒼・エリザを見つめ、オムニスを睨んだ。『この咎はいつか支払わせる』『利子は、これからの行動で受け取ろう』

そう言って、目線を切った。

りり、マリアンヌに話しかける。とてつもなく不信感を出すりり。マリ

アンヌを泣かせたことをリリは怒っている。返す言葉もないとただただ

謝るオムニス。その態度に、思いのまま怒りをぶつけるりり。見かねた

マリアンヌがりりをなだめる。

攻められる立場のマリアンヌが助け舟を出してくれたことに、更に謝り

ながら、マリアンヌに「悪魔は自分たちを襲ってくるため戦わなければ

ならない、それどころか悪魔が溢れれば世界が崩壊してしまう」という

事情を説明する。優しいマリアンヌは「ちょっと怖かったけど」と、事

情を理解してくれて、「魔法少女なんて、燃える」と優しい笑顔を向け

てくれる。その途端、マリアンヌが許せばいい、と態度をころりと変え

るりり。

セイラを説得しにA校内を探すと、セイラはまた音楽室から音が漏れてくる渡り廊下で佇んでいた。オムニスを見て無言で立ち去ろうと

するセイラを、いろはが止めた。『待っていろはちゃん』『聞くことなんて無いわよ、どうせ適当に言い訳されるだけでしょう？』図星

なので言い返す言葉は無いが、口を開かないわけにいかない。『……ごめん』『それは何に対して？』『わかんねぇ』正直に応えると、

ハッとセイラは嘲るように笑った。『わかんない、か。わかんないことをわかんないまま謝ってんだ？』『なるほどねぇ』そうすると、

手に持ったプリントをいろはに掲げて見せた。『ほら、見ていろは。先生にまた頼まれごとしちゃった』『なんでこんなの引き受けちゃ

うんだろうね？』『わかんないの。私にも、わかんない』そう言って、オムニスの方を向いた。『オムニスはもう分かってる？ なんで

私達魔法少女になってるのか？ なんで私達戦わなきゃいけないのか？ なんで私達なのか』『分かんないよね、わかんないって言って

たもんね』『分かんないまま、右往左往してるんだよね……オムニスも』そんなふうな、観念的な話が続き、『でも、もう、大切になっ

ちゃったから』そう言って、セイラは背を向けた。『カラオケにも行くようにする』『ただ、そのときはここあも連れて来ててよね『説

得は、私はしない』そう言って、セイラは立ち去った。

はなびに話しかける。無言の圧力をかけてくるはなび。ちょっとビビり

ながらも、謝罪しながら「悪魔は自分たちを襲ってくるため戦わなけれ

ばならない、それどころか悪魔が溢れれば世界が崩壊してしまう」とい

う事情を説明する。すると、はなびは「なんとなくそんな事情だと思っ

てた」と理解を示してくれる。

ただ「信頼するわけじゃないけど、話は信じてあげる」と注意され、あ

くまで協力関係だけだと釘を刺される。それに「はなびと、他の子達の

ために一緒に戦って欲しい」というオムニス。

ここあは屋上に居た。『ひゃぁ～、風が気持ちいいねぇ～』『ホントだね！』普通にキャッキャ始めたいろはとセイラ。オムニスはタイ

ミングを図りそこねて黙って眺めていたが、ふいにここあが振り返った。『オムにゃん、何しに来たの？』『ぁー、いや、どーしてっか

なーと』『違うよね？ ごめんなさいしに来たんだよね？』『まぁ、はい』ズバズバくる。『駄目だよそういうときはイニチアシブ取ら

せちゃ、誠意が全く感じられないよ』『ぅ…』『ま、取らせる気は無かったけどねぇ』風が、強い。

『ここあちゃん、あのね』『あー、だいじょびだいじょび、セイラちゃんから聞いてるしー』（なんだかんだセイラ話は通したのか）こ

こあは子供に言い聞かせるように顔を近づけた。『オムにゃん。貴方は最低です』『最低最悪のクソです。謝って許してもらおーって、

思ってる事自体がおこがましいのです』『でも、ここあは貴方を許してあげちゃいます☆』ずいぶん、あっさりとした言葉だった。とい

うか、明確に許すって言ってくれたのコイツくらいじゃね？『何故？』『魔法少女の格好カワイイからね』

『オモシロイのが楽しくて、カワイイのが正義でしょ♪』『……それ、どこまで本気？』『さぁ？ 女の子は秘密を抱えるものなので

す』と、煙に巻くだけ煙に巻いてここあは去っていく。掴みどころが無い奴を、少しだけ掴めたような、そんな気がした。

依子に話しかける。忙しい依子はオムニスが話し始めるのを遮って、キ

レ散らかす。言葉を挟めず、ただ聞くだけのオムニス。一通りキレたあ

と、「……でもなんとなく事情があるのは解る」と、自分からとびおに

説明を求める。「悪魔は自分たちを襲ってくるため戦わなければならな

い、それどころか悪魔が溢れれば世界が崩壊してしまう」という事情を

説明した後、逃れられないし、放っておけない事情であることを理解す

る。しかし、オムニスに対する不信感は拭いきれず、それを露わにした

まま「まあ、夢見が悪いからやるからには本気でやってやる」と協力を

申し出る。

りりはココだろ、と思ってゲーセンに行ったら、やっぱりりりが居た。『すげぇ、女王２０人抜きだ！』『さすが、女王！！』『当たり

前だし？』女王と呼ばれているらしい。『渋谷の女王りり様、こんにちは』『そういうジョークはミリも笑えねーから、邪魔』シッシ、

と手で追い払われる。『あのね、やりりん』『やりりん、って、あーし？』『うん、槍水 りり だから、やりりん』『……なかなかトン

だセンスしてんね、いろは』ちょっと動揺したのか、りりは対戦相手に負けていた。

（場面転換）

『……んで、何よ？』『あのね』『悪いけど、いろはは黙ってて……その丸いののお守りなんでしょ？』言って、りりはオムニスを睨ん

だ。『良い言い訳でもみつかった？』『残念ながら』『やっぱ、ね。理由もクソも、起こったままなんでしょ』と、そんな流れで説得開

始。

色々と怒りをぶつけられるが、最終的にはマリアンヌがやるっつーならやるよという話になる。ただ、ケジメは必要だ。だから今日まで

待った。という話。大人に、事務的に対応されたという印象を与えたい。

白部屋。全員と話したことでなんとかメンバーとの関係性を少しだけ取

り戻したとびお。同時にひとりひとり対話したことで、自分がないがし

ろにしてきた（悪魔化させてしまったり、命令を強要してしまったりし

た）女の子たちに、どうやって償うべきかを考えるようになる。何を守

りたくて必死になっていたのかを再認識するとびお。そしてそのために

は自分の能力を最大限に活躍しながら、女の子たちを傷つけない方法を

模索すると決心する。場面変わって、戦いの前にメンバーに言葉をかけ

る黒猫。「自分を信頼できないのは当然だと思う。でも、本当に守りた

いだけなんだ。だから自分自身と仲間の為に力を貸して欲しい」と話

す。その言葉にマリアンヌが「解ってる」と答えることで、少し明るい

雰囲気が戻った。

最後に、花織へ。花織はあれから魔法少女達のあつまりどころか、学校にもあまり来ていないようだった。いろはの案内で花織の家へ行

く事に。花織からは殆どパニックとヒステリーの様な対応をされる。オムニスの説得は、ほぼ聞いてもらえず、いろは中心で説得へ。自

室のとびらを固く閉ざした花織の部屋の前で、いろは懐かしい思い出話をするように『花織が受験に失敗して不登校になった話』をし

た。自身の嫌な記憶をえぐってくる話をしてくるいろはに花織は怒るが『結局、あのときと同じだよ』という話に。逃げたって、閉じこ

もったって、変わりはしない。私達から始めたことじゃない、という流れ。『だから、私も変わらない。あの時みたいに、何日だって、

……何年だって、この扉を叩くよ』（端から見ると、ちょっと狂気を感じる話になる）

諦めたように出てきた花織は、いろはに抱きしめられ『分かってたよ、分かってた。いろはいつもそうだもんね』『うん、カオリンもい

つもこう』『いやー、良かったよかった』『アンタを許したわけじゃない！』とオムニスへの敵意はそのままに、花織も戻ってくる事

に。

見事に特異点を撃破した。強敵を倒したことと、少女たちと少しだけ和

解できたことに安堵を覚えるオムニス。いかに自らの能力を役立てるべ

きかを考え始める。少女たちを傷つけずに、少女たちを救う。自分の能

力ならそれが可能なはずだと。これまでが少し息苦しかったため、久し

ぶりの和気あいあいとした雰囲気に、みんな少しだけ安心を覚えてい

た。しかし、そこにその安心をかき消すものが突然現れる。これまでに

見たこともない強大な悪魔が３体。どこからともなく現れたそれらに反

応して、全員に走る緊張感。しかしそれらは佇むばかりで攻撃してこよ

うとはしない。息を飲むのもはばかられるような緊張感のなか、もう一

つの小さな影が現れる。それはオムニスと瓜二つの1匹の白猫だった。

魔法少女達全体に、ケジメとして許しを請う。許しはしないが、納得は一応してやろう、という流れに。オムニス自身も、今までだった

らむしろ『勝手なこと言いやがって』と腹を立てるような状況だったが、魔法少女達個人個人のパーソナルを見てきた事で『勝手なのは

自分だったのでは？』と思い始め、また、道具に近い感情を持っていた事を恥じ、彼女らは仲間なのだと強く自覚する。心を一つに、と

まではいかないが、ある種の団結を持って特異点へ。

特異点を倒し、黄昏る魔法少女達。

『ギリギリ、だったね』『腹立たしい』と、結局、結果としてはオムニスが正しかったのか、という雰囲気。

『仕方がない、「これからもよろしく」という事にしといてやる』という流れで、握手でもしようか（手無いけど）というタイミング

で、強烈で巨大な歪みが発生。

スチル挿入：セイレーン三兄弟が降ってきて、次回予告。

ep1:

『うーん、とりあえず、陽彩かな（蒼・丹もいるし）』と陽彩を説

得に行こうとカラオケに行くと、普通に居た。

許さないけど、様子を見てやる。という流れで戻ってくる。

オムニスは、その丸いんだかなんだか分からない体で、頷いたよう

に見せることしか出来なかった。

ep2:

セイラを説得しにA校内を探すと、セイラはまた音楽室から音が漏

れてくる渡り廊下で佇んでいた。

散々っぱら観念的な話をしたセイラは、自分で自分の回答を得たの

か、『またカラオケに集まる』と言った。ただし、ここあを連れて

来いと。そう言って立ち去るセイラ。音楽室から漏れてくる音が、

ちょっとだけ外れて。季節の終わりが感じられた。

ep3:

ここあは屋上に居た。

子供に言い聞かせるように、オムニスを諭すように怒ってくるここ

あ。一通り言った後、『ゆるしてあげよう』とずいぶん、あっさり

と許してくれる（許す、という表現を使うのはここあだけ）。『あ

りがたいけど、なんで？』『ん？ んー』

『魔法少女の姿って、良い感じなんだよね。ぶっちゃけ、悪魔倒す

のは快感だし』『はぁ』『オモシロイのが楽しくて、カワイイのが

正義でしょ♪』『……それ、どこまで本気？』『さぁ？ 女の子は

秘密を抱えるものなのです』と、煙に巻くだけ煙に巻いてここあは

去っていった。

ep4:

ゲーセンに行ったら、りりが居た。

色々と怒りをぶつけられるが、最終的にはマリアンヌがやるっつー

ならやるよという話になる。ただ、ケジメは必要だ。だから今日ま

で待った。という話。大人に、事務的に対応されたという印象を与

えたい。

ep5:

最後に、花織へ。花織はあれから魔法少女達のあつまりどころか、

学校にもあまり来ていないようだった。いろはの案内で花織の家へ

行く事に。花織からは殆どパニックとヒステリーの様な対応をされ

る。オムニスの説得は、ほぼ聞いてもらえず、いろは中心で説得

へ。端から見ると、ちょっと狂気を感じるような説得により、諦め

たように出てきた花織。いろはに抱きしめられ『分かった』とい

う。オムニスへの敵意はそのままに、花織も戻ってくる事に。

ep6:

魔法少女達全体に、ケジメとして許しを請う。許しはしないが、納

得は一応してやろう、という流れに。オムニス自身も、今までだっ

たらむしろ『勝手なこと言いやがって』と腹を立てるような状況

だったが、魔法少女達個人個人のパーソナルを見てきた事で『勝手

なのは自分だったのでは？』と思い始め、また、道具に近い感情を

持っていた事を恥じ、彼女らは仲間なのだと強く自覚する。心を一

つに、とまではいかないが、ある種の団結を持って特異点へ。

ep7:

特異点を倒し、黄昏る魔法少女達。

『ギリギリ、だったね』『腹立たしい』と、結局、結果としてはオ

ムニスが正しかったのか、という雰囲気。

『仕方がない、「これからもよろしく」という事にしといてやる』

という流れで、握手でもしようか（手無いけど）というタイミング

で、強烈で巨大な歪みが発生。

セイレーン三兄弟が降ってきて、次回予告。
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コーソク

サンゴー

ランアバ

ウト

※前章からの続

き。6人分を描

く。

チーム全員との

対話を通して、

ひとりひとりを

大切にしたいと

改めて思うとび

お。

12人と和解し、

見事に強敵を破

る。これによっ

て「自分が彼女

たちを守ること

が出来る」「正

しい選択をして

いる」と考える

（万能感に包ま

れる）とびお。

その時彼女たち

の前に突然、自

分とは真反対の

真っ白な猫が現

れる。

・やはり簡単に許されす

ぎかなと思う

・それぞれの話で、おも

しろポイントがないとダ

レそう

・マリアンヌが「わかっ

てる」と言い出すのな

ら、もっとマリアンヌに

フォーカスしないと説得

力が無いように思われ

る。

・オムニスが偽善者に見

える。

・明確に『許し』を与え

るのはここあだけとす

る。

・論理的な許しで全員を

構築すると、矛盾がひど

くなるので、観念的な話

で、自己納得で戻ってく

るキャラも入れる。

・ダレも本当の意味でオ

ムニスを許してない

・少女たち一人一人に大

人な対応をされること

で、オムニスは自己の矮

小さや身勝手さを自覚し

ていく。

・キャラの掘り下げ②

・一人の謝罪につき、１バト

ルの構成

・「謝罪パート②（キャラ深

掘り、前章より一人あたり気

持ち⾧め（ながめというか、

ちょっと揉める感じ））

 ┗付き合い⾧めの５人

・みんなの気持ちをまとめて

いく（魔法少女たちは「一旦

様子をみてやるよ」くらいの

テンション）

 ┗魔法少女達もオムニスも一

応和解しているがまだ微妙な

気持ち

・いろいろ気持ちも関係も理

解もまとまりがついてない状

態。

・セイレーン三兄弟がドンっ

て登場して終了

＜※少女達の感情：オムニス

は許しきれないが、強敵も出

てきたし、全員の為に一応団

結するか＞



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

現れた白猫は、悪魔に愛おしそうに話しかけている。悪魔も白猫の言葉

を聞いているように振る舞う。白猫は見下したような口調で「なんでも

出来るっておもってるんだろ」などと敵意を含めて語りかけてくる。オ

ムニスを知っている素振の白猫に混乱する少女たちは、オムニスに白猫

が何者なのかを問う。オムニスはハッキリと「知らないやつだ」と答え

ながら、その容姿と言動から「自分と同じ能力を持った何者か」だと思

い当たる。白猫は「安心しろ、今は戦わない。今日は顔を見に来ただけ

だ」と語りながら、今後は互いの存在をかけた戦いになるだろうと宣戦

布告をして去っていく。気づけば白猫の連れていた悪魔の運命力につら

れた悪魔たちが集まって来ている。強制的に戦闘に。

【冒頭カミサマンタイム（これまでのおさらい】終了後。

三兄弟の後ろから出てきたのは、白いオムニスだった。

『な、何あれ……』驚くオムニスと魔法少女一行。

『偽善者ぶりやがって、何も知らない間抜けが』『反吐が出る』怒り顕に、オムニスに食ってかかる白オムニス。

意味不明なまま、バトルに突入。

悪魔を倒したものの、未知の敵の脅威に不安を覚える少女たち。オムニ

スは彼女たちを鼓舞するように声をかけるが、あまり不安を拭うことは

出来ない。オムニスも内心では、白猫との戦いに対して「自分と同じ能

力を持っているとすれば、かなりの強敵になるだろう」と不安を覚え

る。

強大な悪魔が現れてしまったことで、当分は悪魔が増えてしまうかもし

れない。今後は白猫が連れていた悪魔の討伐に手を割かなければならな

いだろうと方針を決める。

基本、白オムニスがオムニスに対して、色んなネタバラシをしていく。

その中で、ちょこちょこ魔法少女達も会話したりする。

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

（※ここはエピソード数そのものを減らす可能性あり）

白部屋。白猫が自分と同じ能力をもっていると考えたとびおは、カミサ

マンのに関係のある人物を疑い、カミサマンに白猫との関係を問う。

カミサマンは「ここにいる自分とは関係ない」と答える。しかし、それ

を信じきれないとびおはカミサマンに食い下がるが「そもそも関係あっ

たとして言うわけ無いだろ」と突っ込まれる。このまま問い詰めても埒

が明かなそうなので、話を終えるが、どうしても疑惑は拭えなかった。

基本、白オムニスがオムニスに対して、色んなネタバラシをしていく。

その中で、ちょこちょこ魔法少女達も会話したりする。

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

（※ここはエピソード数そのものを減らす可能性あり）

何度かの戦闘を終えて、少しずつ悪魔の数が減ってきたことを実感する

メンバーたち。不安の中にも希望を見つけ出し、少し安らかな雰囲気が

戻ってくる。しかし、白猫が連れていた強大な悪魔との対決が迫ってき

ている。眼前でその存在感を感じたメンバーたちは、どうしても不安が

拭えない。それを鼓舞し、勇気づける黒猫だったが、お互いに同じ「都

合のいい能力」を持っている場合、どうにかなるとは考えられない、と

内心誰よりも不安になる。日を改めてついに特異点と対峙する少女た

ち。それに着いてきた白猫が、好戦的なセリフでオムニスを煽る。なぜ

そんな敵意を向けられているのかは解らなかったが、敵だしと納得する

オムニス。そして戦闘へ。

基本、白オムニスがオムニスに対して、色んなネタバラシをしていく。

その中で、ちょこちょこ魔法少女達も会話したりする。

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

（※ここはエピソード数そのものを減らす可能性あり）

激戦の末特異点を討伐する。勝ったことで余裕が出たオムニスは、戦闘

前に自分個人に向けられた敵意の真意を白猫に問う。

ただでさえ手勢を倒された後で怒りに奮えているshろ猫であったが、そ

の発言が逆鱗に触れたのか、更に逆上する白猫。乾いた笑いを浮かべな

がら、白猫「解るわけないよな。お前が今殺したのが、殺させたのが一

体なんだったかなんて！」と叫ぶ。オムニスには何のことを言っている

かが解らない。さらに白猫が言葉を続ける。「本当は気づいてるんだ

ろ？俺はお前だよ。おい、量とびお」一瞬意味がわからいオムニス。だ

が、自分自身の名前が出されていることを理解して絶句するオムニス。

基本、白オムニスがオムニスに対して、色んなネタバラシをしていく。

その中で、ちょこちょこ魔法少女達も会話したりする。

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

（※ここはエピソード数そのものを減らす可能性あり）

基本、白オムニスがオムニスに対して、色んなネタバラシをしていく。

白オムニスが追い詰められてる感も出していく。

その中で、ちょこちょこ魔法少女達も会話したりする。

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

ついに三男が目の前に！

スチル挿入：三男撃破。怒り狂った白オムニスからの暴露が始まる。

オムニス以外には意味不明だが、オムニスには『まさか、そんな…』という内容（悪魔＝捨ててきた魔法少女達的な結論が出せる内

容）。

逃げていく白オムニス達を追いかける事も出来ず、オムニスは意識を失った。

次回予告。

ep1:

【冒頭カミサマンタイム（これまでのおさらい】終了後。

三兄弟の後ろから出てきたのは、白いオムニスだった。

『な、何あれ……』驚くオムニスと魔法少女一行。

『偽善者ぶりやがって、何も知らない間抜けが』『反吐が出る』怒

り顕に、オムニスに食ってかかる白オムニス。

意味不明なまま、バトルに突入。

ep2:

(フラグ的なセリフと魔法少女達のセリフ応酬の小エピソード。誰を

主体にするか、何を話すかは流れで)

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

ep3:

(フラグ的なセリフと魔法少女達のセリフ応酬の小エピソード。誰を

主体にするか、何を話すかは流れで)

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

ep4:

(フラグ的なセリフと魔法少女達のセリフ応酬の小エピソード。誰を

主体にするか、何を話すかは流れで)

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

ep5:

(フラグ的なセリフと魔法少女達のセリフ応酬の小エピソード。誰を

主体にするか、何を話すかは流れで)

大量に発生した悪魔を蹴散らし、三男に近づいて行く感を出す。

ep6:

(フラグ的なセリフと魔法少女達のセリフ応酬の小エピソード。誰を

主体にするか、何を話すかは流れで)

ついに三男が目の前に！

ep7:

三男撃破。怒り狂った白オムニスからの暴露が始まる。

オムニス以外には意味不明だが、オムニスには『まさか、そんな

…』という内容（悪魔＝捨ててきた魔法少女達的な結論が予想出来

る話にしたい）。

逃げていく白オムニス達を追いかける事も出来ず、オムニスは意識

を失った。

次回予告。
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サクラガ

オカトゥ

ルース

混乱する少女た

ち。誇らしげな

とびおに、見下

したような口調

で話しかける白

猫。白猫を「自

分と同じ能力を

持った何者か」

と考えたとびお

は、対話を試み

ようとするが、

失敗。白猫は去

り際に自ら引き

連れる3匹の悪魔

を見せつけて、

宣戦布告をして

去っていく。強

敵の登場にうろ

たえる少女た

ち。

自信満々のとび

おの鼓舞によ

り、まずAチー

ムの面々が闘志

をとり戻す。そ

して白猫が連れ

た3匹の悪魔の一

角を落とす。

手勢がやられた

ことでとびおに

明確な敵意を向

けてくる白猫。

・白オムニスの台詞が観

念的すぎるので、もう少

しネタバラシ感が強い台

詞にしたい。

・大々的に登場したの

に、一度ハケるのはある

程度ゲームとしての性質

上仕方ないとは言え違和

感が強い

・白オムニスにもう少し

具体的な台詞を吐かせた

い（ただし、魔法少女に

は意味不明なママ）

・大々的に登場したの

で、ハケずに三男撃破ま

でストーリーを続けた

い。

・仮にハケたとしても、

ここで語るべき内容（語

れる内容）があまり無

い。

・物語の転換。目標・目的の

提示と表面的な疑問の解決

・白オム登場（⾧男?三男の３

体の背後からぬっと登場）

・なんだあいつ的な感じ

・白猫「何も知らないバカ

め、反吐が出る」的なセリフ

で、フラグ立てしておく。

・バトルと小エピソード

（ちょっとセリフ吐くくらい

の）繰り返し

・ついに、三男が目の前に！

・撃破

・怒り狂った白猫からの暴露

・魔法少女は全員「？」

・オムニスは、「……そん

な、まさか」とちょっと予想

ついて感じ（これはプレイ

ヤーも同じでなくてはならな

い）

・カミサマンタイム

 └オムニスの能力、世界の再

構築とか、魔法少女悪魔化の

仕組みの話

・オムニス憤る

 └一言くらい喋っても（喋っ

たほうが）良いのでは？

・うぜっぇと、カミサマンに

下界に落とされた。



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

白猫が自分のことを説明する。こうなったのは、６章の出来事のせいで

あると。自分も同じように可能性を渡る能力を行使していたこと。そこ

に罪悪感はなく、犠牲になったものなど気にもして居なかったと。しか

し、この世界に量とびおも、少女たちも２人存在することは出来ない。

ならば席の取り合いで弾かれる存在がいるという当然のことに、自分が

そうなって初めて気づいたと。「可能性を渡る」とはそういう意味だ

と。一通り喋り終えた白猫は、自分が勝てば、もう一度席を取り戻せる

はずだと「首を洗って待っていろ」と捨て台詞を残して消えてしまう。

数日後、未だに混乱するとびおと少女たちを無視するように、悪魔達が

世界を襲い始め。少女たちとオムニスは悪魔の討伐に追われていく。

目覚めると白部屋。スーパーカミサマンタイム発動し、意気揚々とカミサマンがオムニスの能力の仕組みと『お前は救ったと思ってたの

かもしれないが、ホントは見捨てて来てたんだよ』という話をする（段々と画面が歪んでいく様な演出がほしいカメラがぼやけていくよ

うな）。

食って掛かるような演出（もしかすると、とびお一言だけ喋る？ 状況次第）。と同時に、『うぜぇ』と意識の電源を切られた。

（場面転換）

またしても出てきたのは１０９前だったが、とてもじゃないけどいつものカラオケルームへ行くことは出来ないオムニス。『みんなの

言ってる事は、正しかった』『俺は、本当に糞だ』『俺は、俺は、どうしたら……』と、放浪を始めるオムニスであった。

丹・蒼・エリザ・陽彩の普段の様子。

オムニスが一切かかわらず、覗くだけの平和そのもの、大切さそのものというエピソード。

ここあとセイラの日常。

オムニスが一切かかわらず、覗くだけの平和そのもの、大切さそのものというエピソード。

立ち直った黒猫率いる少女たちは、これまでよりも強い団結を見せ、悪

魔たちを撃破していく。

そして再び白猫前に立ちはだかる。

白猫は「そうでなくては」と敵の襲来を歓迎する。白猫が悪魔を呼び出

す。

前にもそうしたように、悪魔に親しそうに話しかける白猫。白猫はなん

ども「ごめん」とか「みんなのために」とか、まるで悪魔に似つかわし

くない態度で言葉をかけ、その戦場を託す。

りりとマリアンヌ。依子。はなびの日常。

オムニスが一切かかわらず、覗くだけの平和そのもの、大切さそのものというエピソード。

特異点を倒され、慟哭する白猫。オムニスは白猫を憐れむような視線を

贈る。その視線を感じて「信じられない」という表情を浮かべる白猫。

白猫が怒りに任せて口を開き「まだ分かっていないのか？」と喋り始め

る。白猫がいうには今消滅したのが、もともとこの世界の花織だったも

ので、先日の悪魔がここあであったものだと。自分が複数いるなら、女

の子たちも複数いるのが必然だということに気づくはずだと指摘され、

これまで可能性を渡る度に見捨ててきた少女たちも、何処かで悪魔化し

ているかもしれないし、もしかしたらすでにその手で消滅させたかもし

れない、と指摘される。「考えなかったわけがないだろう」と言われ、

絶句するオムニス。

（※ep5とep6の統合しました）いろはと花織のなんでもない日常。最後に、いろはがオムニスがこっそり覗いている事に気づく。

いろはに本当の事を話し始めるオムニス。それは愚痴そのもの。相手に理解も同意も求めていない。説明する気のない感情の暴露。

スチル挿入：だけど、いろはは優しく受け止め、オムニスを抱きしめた。

変更前：＜『大丈夫だよ。オムオム』『ごめんね……あたし、馬鹿だから。言ってること、一個も分かんなかったけど』『でも、信じる

よ』『私は、オムオムを信じる』『――私達は、オムオムを信じてる！』＞

変更後：戦わなくてもそうなるんだよね？」「どうせ戦わなくてもそうなるし、戦っても負ければそうなる。アタシ達は何度も負けて人

じゃ無くなっちゃったけど、オムオムの能力のお陰で今日も元気。」「だから大丈夫、オムオムを信じるよ」

的な、もう少しいろはなりの解釈が言葉として出てくる内容に。

その言葉に、グチャグチャだった想いが、一つにまとまるのを感じた。『彼女たちを、今度こそ、本当に守らなきゃ』それだけは、揺ら

がない事実だ。そんな中、特異点が発生して。『ʷʷ行こう』オムニスは覚悟を決めたのであった。

次男撃破。恨み節を言う白オムニス。しかし、もうオムニスはそれには動じない。その様子に、白オムニスの方も思うところがあったよ

うだった。

『お前……分かったのか？』『さぁ？ 分かってないと思う。お前は？』『分かるわけないだろ、分かってたまるか』『そうか』『あぁ

ʷ』『でもʷ』

『『ʷʷやることは決まってる』』

お互いの決意が一致して、白オムニスは消えた。

『ʷʷさて』

『連れてけよ』

呟きが聞こえたのかどうなのか、オムニスの意識は勝利に沸く魔法少女達の風景を刻んで消えていった。

次回予告。

ep1:

目覚めると白部屋。スーパーカミサマンタイム発動し、意気揚々と

カミサマンがオムニスの能力の仕組みと『お前は救ったと思ってた

のかもしれないが、ホントは見捨てて来てたんだよ』という話をす

る（段々と画面が歪んでいく様な演出がほしいカメラがぼやけてい

くような）。

食って掛かるような演出（もしかすると、とびお一言だけ喋る？

状況次第）。と同時に、『うぜぇ』と意識の電源を切られた。

（場面転換）

またしても出てきたのは１０９前だったが、とてもじゃないけどい

つものカラオケルームへ行くことは出来ないオムニス。『みんなの

言ってる事は、正しかった』『俺は、本当に糞だ』『俺は、俺は、

どうしたら……』と、放浪を始めるオムニスであった。

ep2（内容前後する可能性あり）:

丹・蒼・エリザ・陽彩の普段の様子。

オムニスが一切かかわらず、覗くだけの平和そのもの、大切さその

ものというエピソード。

ep3（内容前後変更する可能性あり）:

ここあとセイラの日常。

オムニスが一切かかわらず、覗くだけの平和そのもの、大切さその

ものというエピソード。

ep4（内容前後変更する可能性あり）:

りりとマリアンヌ。依子。はなびの日常。

オムニスが一切かかわらず、覗くだけの平和そのもの、大切さその

ものというエピソード。

ep5（内容前後変更する可能性あり）:

いろはと花織のなんでもない日常。最後に、いろはがオムニスが

こっそり覗いている事に気づく。

ep6（内容前後変更する可能性あり）:

いろはに本当の事を話し始めるオムニス。それは愚痴そのもの。相

手に理解も同意も求めていない。説明する気のない感情の暴露。だ

けど、いろはは優しく受け止め、オムニスを抱きしめた。

『大丈夫だよ。オムオム』『ごめんね……あたし、馬鹿だから。

言ってること、一個も分かんなかったけど』『でも、信じるよ』

『私は、オムオムを信じる』

『――私達は、オムオムを信じてる！』

その言葉に、グチャグチャだった想いが、一つにまとまるのを感じ

た。『彼女たちを、今度こそ、本当に守らなきゃ』それだけは、揺

らがない事実だ。そんな中、特異点が発生して。『ʷʷ行こう』オ

ムニスは覚悟を決めたのであった。

ep7:

次男撃破。恨み節を言う白オムニス。しかし、もうオムニスはそれ

には動じない。その様子に、白オムニスの方も思うところがあった

ようだった。

『お前……分かったのか？』『さぁ？ 分かってないと思う。お前

は？』『分かるわけないだろ、分かってたまるか』『そうか』

『あぁʷ』『でもʷ』

『『ʷʷやることは決まってる』』

お互いの決意が一致して、白オムニスは消えた。

『ʷʷさて』

『連れてけよ』

呟きが聞こえたのかどうなのか、オムニスの意識は勝利に沸く魔法

少女達の風景を刻んで消えていった。

次回予告。

10

ナミキバ

シブレス

白猫がもともと

この可能性のと

びおであるとわ

かる。さっき殺

した悪魔はこの

可能性でヒロイ

ンの誰かだった

もの。白猫はと

びおが渡ってき

たことで、被害

者の側に立った

ために構造に気

づく。白猫が

残っているのは

存在強度の差が

開いていないた

め。

これを受けて世

界の構造、魔法

少女に選ばれる

資格を説明する

カミサマン。

2匹目の巨大悪魔

を退治

・白猫の言葉からでな

く、カミサマンからの言

葉で最終的な確信を得た

い。

・団結の前のキャラの掘

り下げが欲しい。このま

まだと、ストーリーの為

の強制団結に見える。

・いろは達に完全な真実

を話すことは、オムニス

の責任逃れに思える。許

して欲しいという女々し

さに見える。飲み込ん

で、何も言わず『俺が守

る』くらいが熱い展開に

なると思われる。

・バラシが何度もあった

のに、少女たちを見捨て

てきた事を知るのが遅い

気がする。

・白オムニスを倒す前に

知り、それごと受け止め

決意して倒して欲しい。

・少女たちを見捨てて来

たという事実を突きつけ

られ、本当の意味での反

省をやっとオムニスはす

る。

・許しを請うことすらお

こがましいので、少女た

ちの人生を見せつけら

れ、自分の存在価値とか

そんな矮小なものはどう

でもいいから、彼女たち

を守らないとと決意させ

る。

・しかし、オムニスは矮

小なので立ち上がるには

一人くらいには許しが欲

しい、その役をいろはが

担う。

・黒も白も迷いなく、決

意を示す。

・気持ちを高ぶらせ、ラスト

バトルへの決意、必然感を高

める

・スーパー放浪（ぐっとこら

えてみんなにバレないよう反

省）タイム

 ┗魔法少女たちの普段の生活

をオムニスとして覗き見る

・その中でも悪魔戦は行う

が、オムニスは複雑な気持ち

 └シナリオ上は触れない。

・その中で自分のこれまでの

罪とせめてこの少女たちを守

るために何をするべきかを考

える

・いろはが「元気出

せ！！！」って抱きしめ→戦

うしかない！と半分決意

・次男撃破

白猫の言葉を聞いて以来、オムニスは悩みこんでいた。少女たちは自分

たちに解る範疇の話ではないため、聞くことをしてこなかった。しか

し、ついにいろはが質問に及ぶ。「量とびお」という人物について、可

能性を渡るとは何か。黒猫は苦しそうに、ポツリポツリと整理するよう

にこれまでの経緯を語る。その際に、話題として避けきれず、少女たち

が悪魔化する度可能性を渡って来たこと、それを何度も何度も繰り返し

てきたことを語る。恐怖に染まった少女たちの中には、オムニスのこと

を「ひどい」と避難する者も。

それは最悪の空気だった。皆が口を紡ぐ中、いろはは「戦わなくてもそ

うなるんだよね？」あっけらかんと、次の戦闘の準備を淡々と進めなが

ら話す。「どうせ戦わなくてもそうなるし、戦っても負ければそうな

る。アタシ達は何度も負けて人じゃ無くなっちゃったけど、オムオムの

能力のお陰で今日も元気。」といつもどおりの口調で話す。「これ、そ

んな悪い状況かな？」それを聞いて陽彩が理性を取り戻し「むしろオム

ニスのお陰で手の施しようがあるかもしれない」と語る。りりも「そも

そも関係ないのに、オムニスの行動は自分たちのためにやってくれたこ

とだよね。ていうか、一番つらいのって自分と戦わなきゃいけないオム

ニスなんじゃね」と納得する。３人の言葉によって、少しづつ納得して

いく少女たち。やはり戦うしかないと覚悟を決める。



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

オムニスはその可能性を考えていなかった。むしろ考えることを避けて

いたことに気づく。ぴたりと黙り込んでしまうオムニス。少女たちも驚

きを隠せない。その反応を見て、自分自身（オムニス）との決別をハッ

キリと誓う白猫が悪魔をけしかける。変わり果てた姿では有るものの、

自分や仲間と同じ存在のものと戦うことに躊躇する少女たちだったが

「もう覚悟を決めたはずだ。」「オムニスに、とびおに背負わせるだけ

じゃなくて良かった。」「これでアタシ達はみんな共犯だ」とメンバー

を鼓舞しながら戦う。一人ずつ覚悟を決めて戦闘に参加する少女たち。

オムニスはその背中に「ゴメン」と声をかけるしかできなかった。

『だいぶマシな顔になったじゃない』『さて、と』と。

カミサマンが説明をしてくれる。世界のこと、システムのこと、オムニスのこと、魔法少女のこと、白オムニスのこと。と、これまでの

煙に巻いたような説明が嘘のような系統立てた説明をする。『これで満足？』『ま、がんばんな』と言って、電源が切れるように意識が

落ちる。

（場面転換）

『オムオム？』『……待たせたな』みたいな感じで悪魔戦。

※ここ、本橋さんと要検討

白部屋。とびおは自分が見捨ててきた少女たちを思い出す。見捨てた彼

女たちが、殺してきた悪魔のどれかだったのかもしれないと、自らの行

いを振り返り後悔の念をカミサマン相手に語りだす。。

「だから言ったのに」ととびおを非難するカミサマン。その言葉に

「解っていたなら言ってくれれば」と逆ギレするとびお。そんなとびお

に「言ったところでやらなきゃならない。なら知らないほうが幸せだ」

と語るカミサマン。その言葉に言い返すことも出来ず、自分の運命を呪

うことしかできない。

（ep6の団結のための準備）

いろいろ考え、いろは意外にも本当の事を伝えるべきだと思うオムニス。

『悪魔は別の世界のお前たち自身だ』と伝える。『自分はさまざまな正解でさまざまなお前たちにお前たち自身を殺させてきたという』

それに対して、謝るのではなく、それら全てをひっくるめて『今のお前たちを守りたいのだ』という話をする。

ここで、１０章でストーキングしたことを生かして。

『例えば、弟を大事にしているここあ』『本当は親父が気になってしょうがないはなび』とか、パーソナルに訴える話をしていき、自分

の真剣さを伝える。

そうして、少女たちを団結への意思へと導いていく。

【※エピソード数は書いてみて調整】→1or2epで行う。

白部屋。カミサマンが口を開く。この世界は「量とびお」という存在を

中心に、無数に別れた可能性の世界で構成されていること、運命力とい

う可能性の存在強度が強いものが可能性を渡り、弱い可能性を取り入れ

ながら世界を繋いでいくこと、その役目がとびお自身であり、その力の

一旦を与えられたのが少女たちの「可能性を借りる力」であること。自

分以上に、彼女たちを殺し続けて来たことに痛みを覚えているとびお

は、嘆きながら「何故彼女たちじゃならなかったんだ」と問を口にす

る。カミサマンは答える。彼女たちは、「量とびお」の世界のヒロイン

候補者であると。最愛のものである可能性を持ったものでなければなら

ないと。「それじゃ、最初から愛するために殺すのか」と嘆くとびお。

（ep6の団結のための準備）

いろいろ考え、いろは意外にも本当の事を伝えるべきだと思うオムニス。

『悪魔は別の世界のお前たち自身だ』と伝える。『自分はさまざまな正解でさまざまなお前たちにお前たち自身を殺させてきたという』

それに対して、謝るのではなく、それら全てをひっくるめて『今のお前たちを守りたいのだ』という話をする。

ここで、１０章でストーキングしたことを生かして。

『例えば、弟を大事にしているここあ』『本当は親父が気になってしょうがないはなび』とか、パーソナルに訴える話をしていき、自分

の真剣さを伝える。

そうして、少女たちを団結への意思へと導いていく。

【※エピソード数は書いてみて調整】→1or2epで行う。

憔悴する黒猫は、一緒に戦ってくれる少女たちを見て、どうしていいの

か解らない感情にさいなまれる。好意と罪悪感の板挟みに会い、吐いて

しまったり（実際吐くのはとびおか？）する。いろはがそれに気づき、

黒猫を抱きしめる。黒猫の辛さも、罪悪感も認めながら、それでも今の

自分達を助けるためにやってきてくれたこと、こうしてやってこれて、

仲間や黒猫と一緒に要られることに礼を言う。そう言われて泣きなが

ら、間違ったことをしてしまったのかもしれないと弱音を吐く黒猫。間

違っててもいい、世界が変わらなくたって、希望があればいつだってや

り直せる、といろは。

泣き止んでぶっきら棒に礼をいう黒猫隠れて見ていた面々に茶化され

る。恥ずかし紛れに命令する黒猫。

（ep6の団結のための準備）

いろいろ考え、いろは意外にも本当の事を伝えるべきだと思うオムニス。

『悪魔は別の世界のお前たち自身だ』と伝える。『自分はさまざまな正解でさまざまなお前たちにお前たち自身を殺させてきたという』

それに対して、謝るのではなく、それら全てをひっくるめて『今のお前たちを守りたいのだ』という話をする。

ここで、１０章でストーキングしたことを生かして。

『例えば、弟を大事にしているここあ』『本当は親父が気になってしょうがないはなび』とか、パーソナルに訴える話をしていき、自分

の真剣さを伝える。

そうして、少女たちを団結への意思へと導いていく。

【※エピソード数は書いてみて調整】→1or2epで行う

ついに白猫と、その最後の悪魔と対峙する。晴れやかな表情の黒猫に悪

態をつく白猫。ただ、白猫もどこか納得したような表情であった。

目の前に居る、大切な仲間を守るために白猫との決戦にのぞむ。白猫と

黒猫は、互いに熱い言葉を交わす。これはありふれた自分自身との闘争

なのだと。何が出来て、何が出来ない、何がしたくて、何がしたくな

い、自分の中の可能性の中から、もっとも自分らしいものを存在を賭け

て選び取る、そのための闘争なのだと。だから、自分を殺すのは自分で

なければならない、選ばれたものはその責任を取らねばならない。だか

ら戦おうと。

（ep6の団結のための準備）

いろいろ考え、いろは意外にも本当の事を伝えるべきだと思うオムニス。

『悪魔は別の世界のお前たち自身だ』と伝える。『自分はさまざまな正解でさまざまなお前たちにお前たち自身を殺させてきたという』

それに対して、謝るのではなく、それら全てをひっくるめて『今のお前たちを守りたいのだ』という話をする。

ここで、１０章でストーキングしたことを生かして。

『例えば、弟を大事にしているここあ』『本当は親父が気になってしょうがないはなび』とか、パーソナルに訴える話をしていき、自分

の真剣さを伝える。

そうして、少女たちを団結への意思へと導いていく。

【※エピソード数は書いてみて調整】→1or2epで行う

最後の悪魔を倒し、消滅していく白猫。悔しそうにしながらも、どこか

晴れやかな様子で消えていく。しかし、その白猫に駆け寄り、抱きしめ

る物があった。半分悪魔化した（もともとこの可能性の）いろはだっ

た。腕の中で消えていく白猫は、消える寸前に「ゴメン。守ってあげら

れなかった」と謝りながら逝く。白猫の消滅とともに、白猫が敵いろは

に吸収され、力の暴走が始まり、半悪魔化する（敵）いろは。その姿を

神妙な面持ちで見つめる面々。

オムニスの告白とストーキング暴露で、妙な空気になりながらも、魔法少女達はなんだかんだ説得されていく。

『頼む、俺の事はどうとでも思ってくれていい。ただ、お前らの右や、左の、仲間のために。頼む、力をかしてくれ』的な事言う。全員

で団結。全員で『『『『おー！』』』』ってやって、違和感ないような感じで。で、白オムニスと最後の邂逅。

『決着を付けようぜ』的にバトル開始。

⾧男を撃破。

『結局、俺は……何の可能性も掴めなかったか……』と白オムニスは消滅しそうになる。

スチル挿入①：『オムオムぅううううううううう』と悪魔いろは登場。白オムを食う（吸収）。

魔妊娠。

スチル挿入②：ドッペルいろは誕生。

次回予告。

ep1:

『だいぶマシな顔になったじゃない』『さて、と』と。

カミサマンが説明をしてくれる。世界のこと、システムのこと、オ

ムニスのこと、魔法少女のこと、白オムニスのこと。と、これまで

の煙に巻いたような説明が嘘のような系統立てた説明をする。『こ

れで満足？』『ま、がんばんな』と言って、電源が切れるように意

識が落ちる。

（場面転換）

『オムオム？』『……待たせた』みたいな感じで悪魔戦。

ep2:

（ep6の団結のための準備）

ep3:

（ep6の団結のための準備）

ep4:

（ep6の団結のための準備）

ep5:

（ep6の団結のための準備）

ep6:

オムニスが色々決意語って『頼む、俺の事は憎んでくれていい。た

だ、お前らの右や、左の、仲間のために。頼む、力をかしてくれ』

的な事言う。全員で団結。全員で『『『『おー！』』』』ってやっ

て、違和感ないような感じで。

で、白オムニスと最後の邂逅。

『決着を付けようぜ』的にバトル開始。

ep7:

⾧男を撃破。

『結局、俺は……何の可能性も掴めなかったか……』と白オムニス

は消滅しそうになる。『オムオムぅううううううううう』と悪魔い

ろは登場。白オムを食う（吸収）。

魔妊娠。

ドッペルいろは誕生。

●どっぺるいろはRシーン

次回予告。
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ミヤマス

ゴーイン

グ

3匹目の巨大悪魔

を退治。白猫を

吸収。

悪魔に変貌する

別の可能性のい

ろは。

※敵フォールン

いろはの悪魔化

はRシーン

・ラスト手前で情けなく

謝るのは避けたい

・カミサマンとのやり取

りばかりになるのが

ちょっと勿体無い。可能

な限り少女たちとのやり

取りにしたい。

・カミサマンとのやり取

りは最低限に、女の子達

とのやり取りを中心に決

意を固めていく。

・6epで団結して違和感が

ないストーリー構成を行

う。

・隠してた謎の可能な限りの

開示。決意の裏付けとラスト

バトル前哨戦。着地地点への

飛び込み台

・スーパーカミサマンタイム

 └何を語るかは、M段階で詳

しく詰める。

・覚悟決定

・みんなの団結タイム有り

 ┗メインシナリオスチルのラ

フまとめ ← スチル無くな

るの？ ヤバくね？

 ┗一部ノリきれてないが、全

体的にはまあまあチームとし

て仕上がっている程度の感じ

・⾧男撃破

・白オム死にそうになる。

・飛び出してきた悪魔いろは

に吸収される

・魔妊娠

・ドッペルいろは誕生→セク

ロス

＜※少女達の感情：10人位は

団結してる 他は「まあみん

なが言うならしょうがない

か」＞



章 旧CPplot 旧EPplot 課題点 変更点 新要件 新CPplot 新EPplot
template こ０１２３４５ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９ こ０１２３４５６７８９０１ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７ こ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６

悪魔化した（敵）いろはが「死にたくない」と何度も叫びながら何処か

へ消えていく。次の瞬間、世界が大きなユラギに包まれ、多数の悪魔が

現れる。

ただ事ではないということを即座に全員が悟る。みんながこの影響は敵

いろはによるものだろうと考えたらが、あの悲痛な叫びを前にして言葉

に出来ない。その沈黙を破り、あの子を倒そうと言い出したのは、他で

もないいろはだった。それによって戦う覚悟を決めるメンバーたち。

●ドッペルいろはRシーン

・ドッペルいろは娘（光・闇）誕生後に、「キャハハ」とか言ってゲートを使って白部屋に逃げ込む

※ゲートをどう表現するのかは要確認

↓

スチル挿入②：ドッペルたちに引き寄せられた雑魚悪魔達が大量発生

悪魔を倒し、敵いろはを追おうとするが、流石の連戦に疲れが見えるメ

ンバーたち。休憩することに。白部屋。カミサマンが説明するために話

しかけてくる。本来なら、白猫が消えた時点で、あの世界の運命力はと

びおに吸収され、安定するはずだった。しかし、それを無理矢理取り込

んだいろはがとびおと同じ力を持ったため、世界が在り方に迷ってし

まっているのだと。このままではこの世界が崩壊してしまうという。崩

壊とは、世界が自らの在り方を定められない為に起こる終焉であると説

明するカミサマン。とびおの力は、あらゆる可能性を探り、世界の崩壊

を止めるためにカミサマンによって授けられたものであるらしい。この

可能性の世界で崩壊を止めるためには、敵いろはを倒すしかないとい

う。

・頑張ってみんなで倒しながら、それぞれの魔法少女達の決意を語る

（C高校メンバー）

ついに敵いろはを追い詰める。しかし、敵いろはは融合して得た力を

使って次元のゲートを開き、そこに逃げ込む。それを追おうとするも

の、躊躇してしまう面々。「もしかしたら、もうこの世界からいなく

なって私たちは勝ったかもしれない」と誰かが言い出す。その中でオム

ニスは震える声で「勝ってない。世界はまだ直ってない」と言い放ち、

戦う理由を示す。その言葉を受けて悩むメンバー。そうしている内に

ゲートが縮み始める。それに気づいたいろはがゲートの前に歩み出る。

「アタシのけじめはアタシがつけるから。ダイジョーブだよ。任せ

て。」と言葉を残してゲートに向かう。覚悟が決まり、ゲートを目指す

メンバー。それを阻むように悪魔が現れる。

・頑張ってみんなで倒しながら、それぞれの魔法少女達の決意を語る

（B高校メンバー）

敵いろはを追って白部屋へ。白部屋で最終決戦。

とびおと少女たちが出会い、オムニスの中の人だと告げる。とびおを見

て、全員が何がしかのデジャビュを覚え、口々にそれを口にする。あい

さつもそこそこに、的に向き直り臨戦態勢を整えるメンバー達。

対峙し向き合う少女たちに最終決戦前の鼓舞を行うとびお。彼は改め

て、自らの意志で敵いろはを殺すことを決め、自分が全ての責任をおっ

て引き金を引くことを宣言する。この少女たちを、少女たちとともにあ

る自分を守るために。

その鼓舞に呼応して、敵いろはも戦闘態勢を取った。

・頑張ってみんなで倒しながら、それぞれの魔法少女達の決意を語る

（A高校メンバー）

・頑張ってみんなで倒しながら、それぞれの魔法少女達の決意を語る

（バッファ部、たぶん無い）

・一通り倒し切り、ゲート前で佇む一行

↓

・いろは「あたしがいく」とけじめをつける決意

↓

・感動する仲間達（一応全員団結完了）

↓

・ゲートに飛び込み、画面真っ白になる

・インゲームラストバトル

・バトル終了後、主人公としてとびおが「ふぅ やっと終わったか」とか言う

スチル挿入③：いろは達、とびおに気づき、「ところで君・・・だれ・・・？」

※スチル入る

※このタイミングからいろは達は画面に向かってしゃべり出す

・カミサマンタイム（必要なネタバラシ全て）

スチル挿入④：他の世界のいろは達登場

・サバトの説明

・俺たちの戦いはこれからだ！

ep1:

誕生の喜びに打ち震えるどっぺるいろは達。

どっぺるいろはに引き寄せられ、大量の悪魔が発生する。

『なんか、ここせまーい』『どっか行くべ』的にゲート作成、どっ

かいく。

後は大体、右の通り。

12

シブヤス

クランブ

ル

世界崩壊の話な

ど、全体のネタ

バラシ。

白猫が消滅して

暴走するフォー

ルンいろは(現

ドッペルいろは)

との最終決戦。

ちなみにこいつ

は喋るかもしれ

ない。

・悪魔化いろはでなく、

ドッペルいろはがイキに

なってるので『死にたく

ない』はおかしい

・カミサマンが色々言い

出すのは本当に最後にし

たい。

・ドッペルいろはは性

（＋誕生）の喜びに打ち

震えている。

・雑魚大量発生

・魔法少女達に決意を語

らせ、熱くする。

・とびおという存在を

ユーザにきづかせるのは

ここで。

・カミサマンタイムは最

後に（アニキも言うか

も）

・一旦の着地を見せる。盛り

上がり重視

＜＜12章ドッペルいろは戦に

関して＞＞

前提：ドッペルいろは母が白

オムニスの残骸を飲み込ん

で、魔妊娠→娘２体誕生

前提：ドッペルいろは娘

（光・闇）はある程度喋る

・ドッペルいろは娘（光・

闇）誕生後に、「キャハハ」

とか言ってゲートを使って白

部屋に逃げ込む

※ゲートをどう表現するのか

は要確認

↓

・ドッペルたちに引き寄せら

れた雑魚悪魔達が大量発生

↓

・頑張ってみんなで倒しなが

ら、それぞれの魔法少女達の

決意を語る

↓

・一通り倒し切り、ゲート前

で佇む一行

↓

・いろは「あたしがいく」と

けじめをつける決意

↓

・感動する仲間達（一応全員

団結完了）

↓

・ゲートに飛び込み、画面

真っ白になる

↓

・インゲームラストバトル

↓

・バトル終了後、主人公とし

てとびおが「ふぅ やっと終

わったか」とか言う

↓

・いろは達、とびおに気づ

き、「ところで君・・・だ

れ・・・？」

※スチル入る

※このタイミングからいろは

達は画面に向かってしゃべり

出す

↓

・カミサマンタイム

↓

・他の世界のいろはたち登場

↓

サバトの説明的なのを受ける

↓

俺たちの戦いはこれからだ！

↓

終わり

いろはを倒し、その力ごと吸収し、黒猫が白黒のトラ猫になる。PCを

モニターから見える現実世界は、ユラギが収まり平和に戻っていく。

次の瞬間、白部屋の景色が変わり、数多くの魔法少女達がゲートから

やってくる。

ゲートからやってきた別の自分たちに話しかけられ、困惑するる少女た

ち。あっけに取られているとびおに、本を投げつけるカミサマンは急に

説明を始める。

カミサマンはこの世界のシステムをキセキシステムと呼んだ。最初に

言ったとおり、この世界全てが崩壊に瀕している。その崩壊を止めるた

めに、あらゆる可能性の中から、少しでも世界が延命できる方法を探

す、それがこのシステムの目的だと。あらゆる可能性の中から、最も強

い運命を持つものが世界の在り方を決める、まさに人ながらに神とな

る。しかし、1人の人間が抱え続けるには、世界の命は⾧すぎる。だか

ら交代し続けることでこのシステムは永遠につづく。交代者は、神の物

語を書き換えるヒーローやヒロインでなければならない。つまり最愛の

者でなければならない、カミサマンにとってそれがとびおだった。その

とびおの無数の可能性の中でも、強い運命を持つものだけが、この白い

世界に足を踏み入れることが出来る。そこまで来たのだと。

「これから行われるのは、神の交代劇。ここに集まる無数の可能性の中

から、最も強い運命を持つものを作り出す。そのために希望の蠱毒を用

意する。これから行われるのはその勝者は次代の神となる運命に有り、

世界を書き換える。旧き神を殺して。でも、それは最愛のものであるか

らこそ許せる行為。最強になってお迎えに来てよ、待ってるからね。ア

ニキ。」

的なことを言って去っていくカミサマン。呼び止めるが聞かず、集まっ

た可能性の少女たちに巻き込まれ、ギルドバトルのチュートリアルが行

われる。


